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平成３０年度能美市当初予算の概要



１.はじめに

　平成30年度能美市当初予算は、

・移住定住の促進、好調な企業誘致による人手不足に対処

・自然環境を守るため、資源の循環、エコな農産物をブランド化

・市民・企業・団体等と協働で能美市の魅力を発信・発掘

・辰口中央児童館・能美根上ＳＩＣ・博物館

　この５つの柱を基本方針として、予算を編成いたしました。

・高齢化や核家族化によるコミュニティの弱体化に備え、支
え合いの体制を構築

　平成30年度は、第２次能美市総合計画の目標に向かって本格的に始動す
る年であります。市の財政状況は、固定資産税の減収、交付税の縮減などによ
り財源の確保が一層厳しくなる一方で、社会保障費の増加に加え、大型普通
建設事業費などの大きな財政需要が見込まれるなど、歳入歳出両面におい
て、厳しい状況に直面しています。
　また、現在本市では、人口増加や好調な企業誘致の反面、『人手不足』とい
う新たな課題も浮き彫りとなってきており、さらに将来的には人口が減少に転じ
るとの推計もなされていることから、これらについても早期に対策を講じる必要
があります。
　このような現状を踏まえて、『暮らしやすさを日本一、実感』でき多くの人や企
業から『選ばれるまち』を目指して、将来を見据えた持続可能なまちづくりの礎
を築くため、５つの柱を立て予算編成を行いました。
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２.会計別予算額

（単位：千円、％）

当初（骨格） 6月（肉付け） 計 増減額 増減率

  一般会計 22,630,000 20,780,000 1,551,000 22,331,000 299,000 1.3

  特別会計 9,606,100 10,335,700 0 10,335,700 △ 729,600 △ 7.1

 国民健康保険特別会計 4,713,000 5,636,000 0 5,636,000 △ 923,000 △ 16.4

 後期高齢者医療特別会計 545,100 483,000 0 483,000 62,100 12.9

 介護保険特別会計 4,200,300 4,035,000 0 4,035,000 165,300 4.1

 温泉事業特別会計 11,100 10,500 0 10,500 600 5.7

 農業集落排水事業特別会計 136,600 171,200 0 171,200 △ 34,600 △ 20.2

8,661,000 9,138,728 300 9,139,028 △ 478,028 △ 5.2

収益 953,500 937,100 0 937,100 16,400 1.8

資本 700,800 1,297,500 0 1,297,500 △ 596,700 △ 46.0

収益 419,700 408,900 0 408,900 10,800 2.6

資本 158,400 261,600 0 261,600 △ 103,200 △ 39.4

収益 1,640,400 1,659,800 0 1,659,800 △ 19,400 △ 1.2

資本 1,500,500 1,397,400 0 1,397,400 103,100 7.4

収益 2,736,900 2,686,100 0 2,686,100 50,800 1.9

資本 550,800 490,328 300 490,628 60,172 12.3

40,897,100 40,254,428 1,551,300 41,805,728 △ 908,628 △ 2.2

※増減額及び増減率は、29年度当初（骨格）予算に６月補正（肉付け）予算を加えた額と比較したものです。

  企業会計

  市立病院事業会計

合　　　　　　計

  公共下水道事業会計

  工業用水道事業会計

区　　　　　　分 30年度
比　　　　較

  水道事業会計

29年度
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３.当初予算額の推移

（単位：千円）

区　分 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

一般会計 23,960,000 23,450,000 23,660,000 22,331,000 22,630,000

特別会計 9,394,900 10,019,600 10,283,200 10,335,700 9,606,100

企業会計 8,284,307 7,949,691 9,862,490 9,139,028 8,661,000

合　　計 41,639,207 41,419,291 43,805,690 41,805,728 40,897,100

＊29年度は当初予算が骨格予算であったため、６月補正予算を加えた額を予算額としています。
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8,284,307 7,949,691 
9,862,490 

9,139,028 8,661,000 
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30,000,000 

35,000,000 

40,000,000 

45,000,000 

50,000,000 

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 

企業会計 

特別会計 

一般会計 

41,805,728 41,639,207 41,419,291 43,805,690 40,897,100 （単位：千円） 
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４.一般会計予算額

（１）歳入 （単位：千円、％）

予算額 構成比 予算額 構成比 増減額 増減率

1 市税 7,831,000 34.6 7,925,000 35.5 △ 94,000 △ 1.2

2 地方譲与税 200,000 0.9 170,000 0.8 30,000 17.6

3 利子割交付金 10,000 0.0 4,000 0.0 6,000 150.0

4 配当割交付金 20,000 0.1 30,000 0.1 △ 10,000 △ 33.3

5 株式等譲渡所得割交付金 6,000 0.0 10,000 0.0 △ 4,000 △ 40.0

6 地方消費税交付金 900,000 4.0 800,000 3.6 100,000 12.5

7 ゴルフ場利用税交付金 34,000 0.2 34,000 0.2 0 0.0

8 自動車取得税交付金 50,000 0.2 36,000 0.2 14,000 38.9

9 地方特例交付金 40,000 0.2 35,000 0.2 5,000 14.3

10 地方交付税 4,200,000 18.6 4,050,000 18.1 150,000 3.7

11 交通安全対策特別交付金 4,500 0.0 5,000 0.0 △ 500 △ 10.0

12 分担金及び負担金 475,064 2.1 468,200 2.1 6,864 1.5

13 使用料及び手数料 292,471 1.3 290,213 1.3 2,258 0.8

14 国庫支出金 2,558,205 11.3 3,273,507 14.7 △ 715,302 △ 21.9

15 県支出金 1,039,445 4.6 1,033,398 4.6 6,047 0.6

16 財産収入 19,942 0.1 101,889 0.5 △ 81,947 △ 80.4

17 寄附金 49,125 0.2 36,680 0.2 12,445 33.9

18 繰入金 1,696,364 7.5 1,623,454 7.3 72,910 4.5

19 繰越金 50,000 0.2 50,672 0.2 △ 672 △ 1.3

20 諸収入 275,384 1.2 303,587 1.4 △ 28,203 △ 9.3

21 市債 2,878,500 12.7 2,050,400 9.2 828,100 40.4

22,630,000 100.0 22,331,000 100.0 299,000 1.3

＊表示単位未満を端数処理しているため、構成比が一致しないことがあります。

＊29年度は当初予算が骨格予算であったため、６月補正予算を加えた額を予算額としています。

（単位：千円、％）

予算額 構成比 予算額 構成比 増減額 増減率

10,689,350 47.2 10,799,695 48.4 △ 110,345 △ 1.0

11,940,650 52.8 11,531,305 51.6 409,345 3.5

22,630,000 100.0 22,331,000 100.0 299,000 1.3

◆自主財源　・・・　市が自主的に調達できる収入

市税、分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入、寄附金、繰入金、繰越金、諸収入

◆依存財源　・・・　国や県を通じて一定の基準や割り当てにより配分される収入

地方譲与税、各種交付金、地方交付税、国庫支出金、県支出金、市債

合　　　　　　計

依  存  財  源

自  主  財  源

区　　　　　　分
29年度

合　　　　　　計

区　　　　　　分
30年度 比　　　　較29年度

30年度 比　　　　較
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（２）歳出（目的別） （単位：千円、％）

予算額 構成比 予算額 構成比 増減額 増減率

1 議会費 217,134 1.0 217,107 1.0 27 0.0

2 総務費 1,973,405 8.7 1,875,447 8.4 97,958 5.2

3 民生費 8,105,190 35.8 7,369,931 33.0 735,259 10.0

4 衛生費 2,209,781 9.8 2,091,553 9.4 118,228 5.7

5 労働費 21,056 0.1 17,085 0.1 3,971 23.2

6 農林水産業費 364,920 1.6 392,845 1.8 △ 27,925 △ 7.1

7 商工費 457,599 2.0 465,777 2.1 △ 8,178 △ 1.8

8 土木費 2,692,653 11.9 3,691,361 16.5 △ 998,708 △ 27.1

9 消防費 888,045 3.9 884,801 4.0 3,244 0.4

10 教育費 2,487,480 11.0 2,134,500 9.6 352,980 16.5

11 災害復旧費 250 0.0 250 0.0 0 0.0

12 公債費 3,053,283 13.5 3,058,668 13.7 △ 5,385 △ 0.2

13 諸支出金 139,204 0.6 111,675 0.5 27,529 24.7

14 予備費 20,000 0.1 20,000 0.1 0 0.0

22,630,000 100.0 22,331,000 100.0 299,000 1.3

＊表示単位未満を端数処理しているため、構成比が一致しないことがあります。

＊29年度は当初予算が骨格予算であったため、６月補正予算を加えた額を予算額としています。

合　　　　　　計

区　　　　　　分

30年度 比　　　　較29年度
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（３）歳出（性質別） （単位：千円、％）

予算額 構成比 予算額 構成比 増減額 増減率

義務的経費 10,517,798 46.5 10,561,190 47.3 △ 43,392 △ 0.4

1 人件費 3,724,735 16.5 3,704,003 16.6 20,732 0.6

2 扶助費 3,739,780 16.5 3,798,519 17.0 △ 58,739 △ 1.5

3 公債費 3,053,283 13.5 3,058,668 13.7 △ 5,385 △ 0.2

投資的経費 3,863,912 17.1 3,608,236 16.2 255,676 7.1

4 普通建設事業費 3,863,912 17.1 3,608,236 16.2 255,676 7.1

5 災害復旧事業費 0 0.0 0 0.0 0 0.0

6 失業対策事業費 0 0.0 0 0.0 0 0.0

その他の経費 8,248,290 36.4 8,161,574 36.5 86,716 1.1

7 物件費 3,737,595 16.5 3,628,865 16.3 108,730 3.0

8 維持補修費 216,480 1.0 211,340 0.9 5,140 2.4

9 補助費等 2,990,952 13.2 3,047,173 13.6 △ 56,221 △ 1.8

10 積立金 105,112 0.5 65,579 0.3 39,533 60.3

11 投資及び出資金 500 0.0 500 0.0 0 0.0

12 貸付金 50,000 0.2 49,600 0.2 400 0.8

13 繰出金 1,127,651 5.0 1,138,517 5.1 △ 10,866 △ 1.0

14 予備費 20,000 0.1 20,000 0.1 0 0.0

22,630,000 100.0 22,331,000 100.0 299,000 1.3

＊表示単位未満を端数処理しているため、構成比が一致しないことがあります。

＊29年度は当初予算が骨格予算であったため、６月補正予算を加えた額を予算額としています。

合　　　　　　計

区　　　　分
30年度 比　　　　較29年度
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（４）歳出（マトリクス） （単位：千円、％）

基本計画 施策区分 予算額 構成比 議会事務局 総務部 企画振興部 市民生活部 健康福祉部 産業建設部 教育委員会 消防本部

1.市民力・地域力の向上 17,025 0.08 0 0 7,245 1,200 0 8,580 0 0

第1章 2.暮らしの質の向上 3,180 0.01 0 0 3,180 0 0 0 0 0

3.移住・定住の促進 52,023 0.23 0 0 52,023 0 0 0 0 0

4.若者のライフデザインの支援 755 0.00 0 0 755 0 0 0 0 0

5.大学との連携 2,150 0.01 0 0 2,150 0 0 0 0 0

6.観光と交流の推進 130,734 0.58 0 0 0 0 0 130,734 0 0

7.プロモーションによるブランド化の推進 28,681 0.13 0 0 28,681 0 0 0 0 0

8.国際交流の推進 13,175 0.06 0 5,620 0 0 0 0 7,555 0

計 247,723 1.09 0 5,620 94,034 1,200 0 139,314 7,555 0

1.地域医療の推進 448,397 1.98 0 0 0 0 448,397 0 0 0

第2章 2.支え合いの地域づくり 456,497 2.02 0 0 0 0 456,497 0 0 0

3.高齢者福祉の充実 150,141 0.66 0 0 0 0 150,141 0 0 0

4.障がいのある人の福祉の充実 1,195,091 5.28 0 0 0 0 1,195,091 0 0 0

5.少子化対策・子育て支援の充実 2,920,978 12.91 0 0 0 0 2,883,000 0 37,978 0

6.健康づくりの推進 286,718 1.27 0 0 0 0 277,038 9,680 0 0

7.公的保険制度の運営 1,566,381 6.92 0 0 0 0 1,566,381 0 0 0

計 7,024,203 31.04 0 0 0 0 6,976,545 9,680 37,978 0

1.学校教育の充実 661,044 2.92 0 0 0 0 0 0 661,044 0

第3章 2.青少年の健全育成 17,099 0.08 0 0 0 0 0 0 17,099 0

3.生涯学習の推進 183,150 0.81 0 0 0 0 0 0 183,150 0

4.芸術・文化の振興 179,895 0.79 0 0 0 0 0 0 179,895 0

5.スポーツの振興 341,077 1.51 0 0 0 0 0 0 341,077 0

計 1,382,265 6.11 0 0 0 0 0 0 1,382,265 0

1.農業・農村の振興 262,163 1.16 0 0 0 0 0 262,163 0 0

第4章 2.林業・山村の振興 12,733 0.06 0 0 0 0 0 12,733 0 0

3.商業の振興 28,773 0.13 0 0 0 0 0 28,773 0 0

4.工業の振興 128,367 0.57 0 0 0 0 0 128,367 0 0

5.産学官金連携・創業支援の推進 7,370 0.03 0 0 0 0 0 7,370 0 0

6.九谷の里づくり 71,975 0.32 0 0 0 0 0 71,975 0 0

7.労働環境の充実 14,637 0.06 0 0 0 0 0 14,637 0 0

計 526,018 2.32 0 0 0 0 0 526,018 0 0

1.居住環境の充実 167,924 0.74 0 1,450 11,308 0 0 155,166 0 0

第5章 2.適正な土地利用の推進 704,266 3.11 0 33,464 70 0 0 670,732 0 0

3.道路の維持・整備 830,516 3.67 0 0 0 0 0 830,516 0 0

4.公共交通の充実 191,004 0.84 0 0 191,004 0 0 0 0 0

5.水道・下水道の維持・整備 1,026,225 4.53 0 0 0 150,000 0 876,225 0 0

6.防犯・交通安全の充実 54,918 0.24 0 900 0 54,018 0 0 0 0

7.消防・防災体制の強化 223,146 0.99 0 82,354 0 0 0 0 0 140,792

８.消費生活の向上 3,049 0.01 0 0 0 3,049 0 0 0 0

計 3,201,048 14.15 0 118,168 202,382 207,067 0 2,532,639 0 140,792

1.歴史・文化・伝統の継承 457,654 2.02 0 0 0 0 0 0 457,654 0

第6章 2.里山・自然環境の保全と活用 5,222 0.02 0 0 4,122 0 0 430 670 0

3.水環境の保全と活用 56,155 0.25 0 570 0 0 0 55,585 0 0

4.循環型社会と環境美化の推進 1,019,030 4.50 0 0 0 1,019,030 0 0 0 0

計 1,538,061 6.80 0 570 4,122 1,019,030 0 56,015 458,324 0

1.市民目線による行政運営 60,958 0.27 0 10,822 3,900 46,236 0 0 0 0

第7章 2.健全な財政運営 280,414 1.24 0 148,798 41,198 88,666 0 0 1,752 0

3.情報化社会への対応 64,847 0.29 0 0 64,847 0 0 0 0 0

計 406,219 1.80 0 159,620 109,945 134,902 0 0 1,752 0

8,304,463 36.70 217,134 3,818,684 236,396 475,459 1,982,203 340,146 607,180 627,261

22,630,000 100.00 217,134 4,102,662 646,879 1,837,658 8,958,748 3,603,812 2,495,054 768,053

100.00 0.96 18.13 2.86 8.12 39.59 15.92 11.03 3.39

＊マトリクス予算とは、これまでの科目別・部局別に編成している予算を、総合計画の施策体系（縦軸）と部局（横軸）に表したものです。

　 総合行政として機能するよう施策と部局を縦横のマトリクスで考え、部局横断型の施策の推進を図るものであります。

＊表示単位未満を端数処理しているため、構成比が一致しないことがあります。

合　　　　計

部局別の予算額

市民力地域力を高め魅力を
創造する能美づくり

健康に幸せな人生を送るこ
とができる能美づくり

心身を磨き上げ人の絆と感
性を育む能美づくり

第2次能美市総合計画

基盤産業と地域産業がとも
に躍動する能美づくり

自然を守り歴史と伝統を尊
ぶ能美づくり

安全に安心して住み続けら
れる能美づくり

健全で持続可能な行財政を
営む能美づくり

その他
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５.財政状況の推移

（１）市債残高の推移 （単位：千円）

一般会計 29,830,596 30,709,177 30,802,606 31,367,041 31,773,991

農業集落排水事業特別会計 429,510 418,257 396,432 382,813 375,285

水道事業会計 5,131,408 4,844,874 4,590,975 4,709,471 5,492,759

工業用水道事業会計 2,316,457 2,226,273 2,618,201 2,942,166 2,856,816

公共下水道事業会計 18,241,067 17,577,858 16,917,310 16,248,930 15,604,631

市立病院事業会計 1,882,921 1,800,516 1,560,774 1,317,818 1,118,814

合　　　　　　計 57,831,959 57,576,955 56,886,298 56,968,239 57,222,296

区　　　　分
30年度末
（見込）

26年度末 27年度末
29年度末
（見込）

28年度末

29,830,596 30,709,177 30,802,606 31,367,041 31,773,991 

429,510 418,257 396,432 382,813 375,285 5,131,408 4,844,874 4,590,975 4,709,471 5,492,759 
2,316,457 2,226,273 2,618,201 2,942,166 2,856,816 

18,241,067 17,577,858 16,917,310 16,248,930 15,604,631 

1,882,921 1,800,516 1,560,774 1,317,818 1,118,814 
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市立病院事業会計 

公共下水道事業会計 

工業用水道事業会計 

水道事業会計 

農業集落排水事業特別会計 

一般会計 

57,222,296 56,968,239 56,886,298 57,576,955 57,831,959 

（単位：千円） 
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（２）基金現在高の推移

  ①一般会計 （単位：千円）

財政調整基金 3,726,313 3,964,595 3,931,037 3,425,612 2,453,412

減債基金 578,286 579,044 580,070 431,094 281,874

国際交流基金 25,854 25,854 25,854 25,854 25,854

建設計画等促進基金 950,443 1,212,906 814,403 621,760 202,810

まちづくり振興基金 1,798,520 1,867,140 1,745,760 1,814,380 1,883,000

土地区画整理区域環境整備基金 21,541 21,569 21,597 21,626 21,655

地域福祉基金 96,825 97,746 103,509 98,094 68,104

介護保険財政安定化基金 115,738 100,876 85,952 47,014 42,057

再編交付金等事業基金 36,177 46,266 56,338 30,001 40,111

環境整備基金 54,035 54,035 54,035 44,035 44,035

企業立地促進基金 382,300 257,034 122,277 172,900 173,166

教育基金 59,232 59,183 46,135 36,092 36,093

北陸先端科学技術大学院大学振興基金 82,034 82,034 82,034 72,034 54,034

森茂喜教育文庫基金 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000

九谷焼美術館運営基金 47,500 47,500 47,500 47,500 47,500

ふるさと応援基金 2,421 3,023 32,274 36,603 30,484

土地開発基金 350,000 350,000 350,000 350,000 350,000

北陸先端科学技術大学院大学振興基金 25,000 25,000 25,000 25,000 25,000

育英基金 60,960 60,960 60,960 60,960 60,960

高額備品購入基金 20,000 20,000 20,000 20,000 20,000

合　　　　　　計 8,443,179 8,884,765 8,214,735 7,390,559 5,870,149

【再掲】①一般会計 （単位：千円）

財政調整基金 3,726,313 3,964,595 3,931,037 3,425,612 2,453,412

減債基金 578,286 579,044 580,070 431,094 281,874

その他特定目的基金 3,682,620 3,885,166 3,247,668 3,077,893 2,678,903

定額運用基金 455,960 455,960 455,960 455,960 455,960

合　　　　　　計 8,443,179 8,884,765 8,214,735 7,390,559 5,870,149

  ②特別会計・企業会計 （単位：千円）

国民健康保険財政調整基金 490,412 491,373 542,334 697,517 697,517

国民健康保険高額療養費及び出産育児一時金貸付基金 9,621 9,621 9,621 9,621 9,621

温泉事業基金 12,095 12,105 12,118 12,132 11,646

農業集落排水事業基金 43,734 43,816 39,113 37,462 35,433

公共下水道事業基金 380,000 380,000 380,000 380,000 380,000

合　　　　　　計 935,862 936,915 983,186 1,136,732 1,134,217

27年度末 28年度末
30年度末
（見込）

29年度末
（見込）

区　　　　分 26年度末

30年度末
（見込）

26年度末 27年度末 28年度末
29年度末
（見込）

27年度末 28年度末
30年度末
（見込）

29年度末
（見込）

区　　　　分

区　　　　分 26年度末

3,726,313 3,964,595 3,931,037 
3,425,612 

2,453,412 

578,286 579,044 580,070 
431,094 

281,874 

3,682,620 
3,885,166 

3,247,668 

3,077,893 

2,678,903 

455,960 
455,960 

455,960 

455,960 

455,960 
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4,000,000 

5,000,000 

6,000,000 

7,000,000 

8,000,000 

9,000,000 

10,000,000 
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（見込） 

定額運用基金 

その他特定目的基金 

減債基金 

財政調整基金 

8,214,735 
8,884,765 

5,870,149 

8,443,179 

7,390,559 

（単位：千円） 
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６.資料

（１）合併特例債の充当事業 （単位：千円）

事　　業　　名 事業費 充当額

辰口中央児童館建設事業 809,000 700,100

合　　　　　　計 809,000 700,100

（２）建設計画等促進基金の充当事業 （単位：千円）

事　　業　　名 事業費 充当額

能美市役所改修費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 4,000 2,000

焼却施設改修事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 31,948 20,000

美化センター基幹改良事業　　　　　　　　　 596,013 56,000

辰口福祉会館改修整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　 9,780 5,000

保育園施設改修事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　 19,140 8,000

児童館施設改修事業　　　　　　　　　　　　　　　　　 820,080 38,000

道路舗装改修事業 42,500 6,000

市道改良事業 118,650 4,000

県営道路事業負担金 14,675 12,000

橋りょう補修事業 60,500 2,000

岩内金剛寺線道路改良事業 50,250 2,000

道路ストック総点検事業 20,300 8,000

橋りょう点検事業 60,300 25,000

木曽街道線（山口隧道等）改修事業 52,500 4,000

市道消雪施設更新事業 76,900 2,000

寺井地区都市再生整備計画事業 601,510 30,000

公園改修整備事業 5,200 2,000

都市公園安全・安心対策事業 21,250 5,000

学校施設長寿命化計画策定事業 13,300 10,000

小学校施設整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 89,710 43,000

宮竹小学校大規模改造事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5,200 4,000

中学校施設整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 25,670 5,000

学習等供用施設機能復旧事業　　　　　 31,567 3,000

和田山・末寺山古墳群保存整備事業 54,973 20,000

図書館改修事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5,640 3,000

総合文化会館改修事業　　　　　　　　　　　　　 118,850 43,000

博物館建設事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 362,500 50,000

スポーツ施設改修整備費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 7,600 5,000

粟生運動公園ソフトボール場夜間照明新設工事 4,200 3,000

合　　　　　　計 3,324,706 420,000
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（３）ふるさと応援基金の充当事業 （単位：千円）

事　　業　　名 事業費 充当額

コミュニティバス運行事業 88,380 8,142

公共交通システム構築事業 10,500 5,000

妊産婦医療費助成事業 6,000 3,000

子宝支援給与金支給事業 14,800 5,000

プロモーション事業 6,450 3,000

移住・定住促進戦略事業 2,800 2,000

移住体験交流事業 1,560 1,000

シティプロモーション事業 8,000 3,000

能美市の魅力発掘・発信推進事業 1,520 1,000

合　　　　　　計 140,010 31,142

（４）再編関連訓練移転等交付金の充当事業 （単位：千円）

事　　業　　名 事業費 充当額

大釜屋保育園施設改修事業 15,150 6,000

市道改良事業 118,650 4,000

総合文化会館改修事業 118,850 50,000

再編交付金等事業基金積立金 60,110 60,000

合　　　　　　計 312,760 120,000

（５）地方創生推進交付金の充当事業 （単位：千円）

事　　業　　名 事業費 充当額

観光地域づくりに向けた石川版ＤＭＯ形成推進事業 1,000 500

合　　　　　　計 1,000 500
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平成３０年度主要事業一覧

 =*=*=  主要事業一覧の見方 =*=*= 

・第２次能美市総合計画の施策体系順に沿って記載しています。 

・［新規］は、平成30年度に新たに取り組む事業です。 

・［拡充］は、これまでの事業内容を拡充して取り組む事業です。 



 



第１章　市民力・地域力を高め、魅力を創造する能美づくり

１－１　市民力・地域力の向上

１－２　暮らしの質の向上

１－３　移住・定住の促進

１－４　若者のライフデザインの支援

１－５　大学との連携

１－６　観光と交流の推進

１－７　プロモーションによるブランド化の推進

１－８　国際交流の推進

予算額計 247,723千円
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第１章　市民力・地域力を高め、魅力を創造する能美づくり

【市民力・地域力の向上】

（担当課：産業建設部観光交流課）

■事業説明

■主な経費
業務委託料

■財源内訳

（担当課：企画振興部地域振興課）

■事業説明

■主な経費
現行策定プラン見直し業務委託料

■財源内訳

［新規］Ｓｏｎｇ　Ｏｆ　Ｎｏｍi　ＰＲ事業
予算区分 ７款　商工費

　平成27年に、世界的ジャズトランぺッター大野俊三
氏が作曲した合併10周年記念曲”Ｓｏｎｇ Ｏｆ Ｎｏｍｉ”
は市内施設やイベント時にＢＧＭとして活用され、市役
所の電話保留音にも使用されています。
　今回、慣れ親しんできた曲に能美市に相応しい歌詞
を県内外から募集し、決定された作品が能美市民の
ふるさと愛醸成や能美市の知名度向上に繋がることを
期待するものです。
　また、九谷陶芸村まつりに合わせて大野氏のジャズ
ライブを開催することで、まつりへの誘客を図ります。

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

予 算 額 8,120千円

8,120千円

100千円 8,020千円

予算区分 ２款　総務費

3,000千円

　「能美市男女共同参画プラン」策定に
向けた市民意向調査等を行います。

【対象者】
　市在住の満20歳以上男女　2,000名

予 算 額 3,000千円
［拡充］男女共同参画プラン策定事業

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

3,000千円
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第１章　市民力・地域力を高め、魅力を創造する能美づくり

【移住・定住の促進】

（担当課：企画振興部地域振興課）

■事業説明

・県外（首都圏） ふるさと回帰支援センター等の移住相談会（首都圏）への参加
・県内 市内在勤者の移住促進サービスの実施

■主な経費
移住相談会でのプロモーション経費

市内在勤者の移住促進サービス経費

移住・定住促進パンフレット作成経費

■財源内訳

（担当課：企画振興部地域振興課）

■事業説明

　・実施時期 夏休み、冬休み、就職フェア開催時期
　・ツアー内容 学生と保護者向けのUターン就職の促進

市内在勤者向けの移住の促進

■主な経費
移住交流体験業務委託費

　　短期滞在施設借り上げ料等

■財源内訳

[拡充]移住・定住促進戦略事業
予算区分 ２款　総務費

556千円

国庫支出金

予 算 額 2,800千円

移住・定住促進のためのプロモーション活動を行います。

520千円

1,724千円 　　移住相談会の風景（イメージ）

県支出金 地方債 その他

2,000千円 800千円

一般財源

［新規］移住体験交流事業
予算区分 ２款　総務費

1,310千円

250千円

　都市住民の「田園回帰」の潮流を能美市への移住につなげるため、市内企業の紹介や生活環境が体
験できる機会を創出します。また、短期滞在施設を開設します。

予 算 額 1,560千円

一般財源国庫支出金 県支出金 地方債 その他

1,000千円 560千円
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第１章　市民力・地域力を高め、魅力を創造する能美づくり

【移住・定住の促進】上段 下段【観光と交流の推進】

（担当課：企画振興部地域振興課）

■事業説明

　・ 旧制度　

　・ 新制度　

■主な経費
住宅取得者への補助金

■財源内訳

（担当課：産業建設部商工課）

■事業説明

■主な経費
補助金等

■財源内訳

［拡充］定住促進助成交付金事業
予算区分 ２款　総務費

住宅取得の２年後から５年間にかけて固定
資産税の1/2相当額を補助
夫婦共40歳未満の世帯、借入金・所得要件あ
り、中山間地域等加算あり

原則、住宅取得年に補助、住宅の所有者の年
齢45歳未満、借入金・所得要件なし
三世代同居・近居を促進、移住者・定住先等
に応じた各種加算あり

　高齢化や核家族化による地域コミュニティの弱体化を背景として、社会（転入）増による人口増加と若
者世代（地域の担い手）の定着による持続可能な地域の確保を図るため、若者世帯の住宅取得を支援
します。新たに市内在勤の転入者加算（50万円）を拡充します。

予 算 額 47,663千円

47,663千円

地方債 その他 一般財源県支出金

1,892千円 1,500千円

国庫支出金

2,000千円

44,271千円

［新規］能美市特産品活用事業
予算区分 ７款　商工費

2,000千円

　2020年東京オリンピック・パラリンピック、2023年北陸新幹
線敦賀延伸などを見据えて、市の魅力をプロモーションし観
光誘客を推進することを目指します。特産品を活用した、市
ならではの飲食店の新サービスの提供・お土産品の開発など
の事業化に取り組む市内中小企業を支援します。

予 算 額

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

2,000千円

加賀丸いも 国造柚子 
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第１章　市民力・地域力を高め、魅力を創造する能美づくり

下段【観光と交流の推進】 【魅力づくりの推進】

（担当課：産業建設部観光交流課）

■事業説明

■主な経費
業務委託料

■財源内訳

（担当課：産業建設部観光交流課）

■事業説明

■主な経費
業務委託料

■財源内訳

［拡充］プロモーション事業
（能美根上スマートＩＣ開通記念ハイウェイキャンペーン）

予算区分 ７款　商工費

　　リーフレット表紙（イメージ）

　平成30年３月の能美根上スマートＩＣの開通に合わ
せて、『能美根上スマートＩＣ開通記念ハイウェイキャン
ペーン』を実施します。
　市内観光施設等の優待券付きリーフレットを発行し、
能美市の知名度向上や市内への交流人口拡大を図り
ます。

能美根上スマートインターチェンジ

806千円予 算 額

地方債 その他 一般財源国庫支出金 県支出金

806千円

806千円

予 算 額
［新規］能美市の魅力発掘・発信推進事業

予算区分 ７款　商工費

1,520千円

1,520千円

　東京オリンピック・パラリンピック開催や北陸新幹線敦
賀延伸等を見据えて、これまでの観光ビジョン・観光ア
クションプランを見直すための観光戦略会議・分科会
を開催し、市内への交流人口拡大に向けた戦略策定
に取り組みます。

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

1,000千円 520千円

能美市 

観光 

ビジョン 

第2次 

15



第１章　市民力・地域力を高め、魅力を創造する能美づくり

【プロモーションによるブランド化の推進】

（担当課：企画振興部市長戦略室）
.

■事業説明

■主な経費
報償金 98千円
消耗品費 598千円
補助金 1,000千円

■財源内訳

（担当課：企画振興部市長戦略室）

■事業説明

■主な経費
委託料 864千円
施設借上料 1,167千円

■財源内訳

予 算 額 1,696千円

・能美市写真コンテスト
・能美市応援サポーター制度
・シティプロモーション認定事業
　市民がふるさととの関わりを自分ごととして捉える機
会として、また市外の人たちに多様な関わりを持ってい
ただく機会として、市内外から「写真」や「言葉」で能美
市のイチオシを募り、能美市の魅力発信やシティプロ
モーション戦略に活用していきます。
　また応募者に「能美市応援サポーター」として登録し
てもらい、ＳＮＳや口コミによる情報拡散に協力していた
だきます。
　さらに市民や企業が行うシティプロモーションを認定し
活動費を補助する制度を創設します。

２款　総務費［拡充］シティプロモーション事業
（市民力による魅力の発掘・拡散）

予算区分

　家族や友人と能美市の魅力に
ついて話し合ったり、触れたりする
ことで、能美市の魅力を再認識
し、共有することができます。

一般財源国庫支出金 県支出金 地方債 その他

［拡充］シティプロモーション事業
（能美市の認知度向上） 予 算 額 2,081千円

1,185千円 511千円

予算区分 ２款　総務費

・プロモーションビデオ制作
・サービスエリアＰＲ事業
　能美市の魅力を集めたプロモーションビデオを
制作し、首都圏や中京圏のサービスエリアで放
映すると共に、観光や移住定住の魅力を紹介
するパンフレットを配布し、能美市の認知度向
上を目指します。
　またリニューアルを進めているホームページで
ＰＲに特化したページを作成し、閲覧のきっかけ
づくりとして、ホームページにアクセスするＱＲ
コードを記載したＰＲポスターをサービスエリア等
に掲示します。

その他 一般財源国庫支出金 県支出金 地方債

1,453千円 628千円

ＱＲ 

コード 

ＱＲ 

コード 
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第１章　市民力・地域力を高め、魅力を創造する能美づくり

【プロモーションによるブランド化の推進】

（担当課：企画振興部市長戦略室）

■事業説明

■主な経費
旅費 330千円
手数料 202千円
委託料 748千円
負担金 150千円

■財源内訳

（担当課：企画振興部市長戦略室）

■事業説明
　市民と行政が対話を行い、市政に対する理解
を深めると共に、市民の声を幅広く政策に反映し、
地域の特色を生かした市政の発展を目指します。
　新たにシティプロモーションの必要性を市民や
協力者（団体）と共有し、魅力を発掘するための
機会を設けていきます。

■主な経費
委託料 1,212千円

■財源内訳

２款　総務費

予 算 額 1,668千円

・公式キャラクターの活用
　能美市のキャッチコピーと「ひぽ能ん」「ゆず美
ん」を組み合わせたロゴを作成し、市役所の封
筒や各種イベントのチラシなどに記載していきま
す。
　また２体の着ぐるみを各種イベントや公共施設
への訪問、ゆるキャライベント等に参加させ、市
のふるさと愛の醸成や知名度向上を図ります。

［拡充］シティプロモーション事業
（都市イメージの発信）

予算区分

その他 一般財源県支出金 地方債国庫支出金

タウンミーティング事業

1,166千円

予算区分 ２款　総務費

予 算 額 1,232千円

502千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

1,232千円
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第１章　市民力・地域力を高め、魅力を創造する能美づくり

【国際交流の推進】

（担当課：総務部総務課、教育委員会教育総務課）

■事業説明

　代表団受入 平成30年８月下旬予定
　少年交流受入 平成30年８月下旬予定　生徒14人程度＋引率
　少年交流派遣 平成30年７月下旬予定　生徒12人＋引率＋通訳

■主な経費
補助金

■財源内訳

（担当課：教育委員会教育総務課）

■事業説明

　培材中学校使節団　受入　平成30年８月上旬予定　生徒10人＋引率
　寺井中学校使節団　派遣　平成30年７月下旬予定　生徒17人＋引率

■主な経費
補助金

■財源内訳
平成29年度根上中学校使節団派遣

7,855千円予 算 額

平成29年度能美市使節団派遣

平成29年度シェレホフ市使節団受入

1,645千円

平成29年度大徳中学校使節団受入

ロシア連邦シェレホフ市派遣・受入事業
予算区分 ２款　総務費　10款　教育費

　長年培った姉妹都市の絆を深めるとともに、国際的な視野を広げ、国際感覚の醸成と国際化
に対応できる人材を育成するため、ロシア連邦シェレホフ市との代表団受入及び少年交流（派遣
と受入）事業を実施します。

その他 一般財源

7,855千円

49千円

地方債国庫支出金 県支出金

7,806千円

予 算 額 1,645千円

　根上中学校は韓国培材中学校と、寺井中学校は韓国大徳中学校との姉妹校交流を通じて、互いの
理解と友好を図ります。隔年交流で、30年度は根上中学校が韓国培材中学校使節団を受入、寺井中
学校使節団が韓国大徳中学校を訪問する予定です。

韓国培材中学校・大徳中学校　姉妹校交流事業
予算区分 10款　教育費

その他 一般財源国庫支出金 県支出金 地方債

1,645千円
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第２章　健康に、幸せな人生を送ることができる能美づくり

２－１　地域医療の推進

２－２　支え合いの地域づくり

２－３　高齢者福祉の充実

２－４　障がいのある人の福祉の充実

２－５　少子化対策・子育て支援の充実

２－６　健康づくりの推進

２－７　公的保険制度の運営

予算額計 7,024,203千円
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第２章　健康に、幸せな人生を送ることができる能美づくり

【支え合いの地域づくり】

（担当課：健康福祉部福祉課）

■事業説明

■主な経費
法人運営助成金
地域福祉活動助成金
ボランティアセンター助成金

■財源内訳

（担当課：健康福祉部福祉課、我が事丸ごと推進課）

■事業説明

■主な経費
地域力の向上    7,000千円　　
包括的・継続的な相談支援体制の推進 10,660千円　　
地域包括支援体制の推進 　4,240千円　　

■財源内訳

16,425千円 5,475千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

　市民一人ひとりが地域の課題を我が事として受け止め、解
決を試みる取り組みとしての地域福祉委員会の活性化を図
り、地域力の向上に努めます。
　子どもから高齢者、障がいのある方を含めたすべての人々
の相談を丸ごと受けとめ、包括的・継続的な支援ができる体
制を整備します。今年度引き続き寺井地区をモデルとし取り
組みます。
　地域包括支援体制推進協議体を開催し、各専門部会（健
康づくり・予防、地域医療・介護、助け合い・支え合い）から出
てきた課題と市のビジョンとの整合性を図り、新たに必要とな
る社会資源を創出します。

予 算 額 21,900千円
［拡充］「我が事・丸ごと」の地域づくり推進事業

予算区分 ３款　民生費

87,300千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

3,700千円
8,900千円

74,700千円

　地域福祉推進の中核的役割を担う社会福祉
協議会の法人運営事業、地域福祉活動事業、
ボランティアセンター事業の各事業の実施を支
援します。

予 算 額 87,300千円
社会福祉協議会助成事業

予算区分 ３款　民生費

19

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwi-6oeOyZDZAhWBfLwKHfjFAs0QjRx6BAgAEAY&url=https://www.sozai-library.com/sozai/7982&psig=AOvVaw0hq9rvmCTneW_zhjkQspYd&ust=1517981743966162


第２章　健康に、幸せな人生を送ることができる能美づくり

【支え合いの地域づくり】上段 下段【高齢者福祉の充実】

（担当課：健康福祉部福祉課）

■事業説明

■主な経費
扶助費 242,000千円

生活扶助費 116,000千円
・一般扶助費 85,700千円
・介護扶助費 10,800千円
・救護施設費 19,500千円

医療扶助費 126,000千円

■財源内訳

（担当課：健康福祉部介護長寿課）

■事業説明
対象者：要介護３～５の要介護者を、自宅で月20日以上介護している介護者
条 　件：要介護者の介護保険料の所得段階が１～４（右下の表）
支給額：月13,000円（４月・８月・12月に支給）
人　 数：72名（H29年10月末現在）

【所得段階区分】4月1日現在の世帯状況が基準になります。

第１段階 ・生活保護受給者の方

・老齢福祉年金受給者で、世帯全員が市民税非課税の方

・世帯全員が市民税非課税の方で、前年の合計所得金額と

   前年の課税年金収入額の合計が80万円以下の方

第２段階 ・世帯全員が市民税非課税の方で、前年の合計所得金額と

   前年の課税年金収入額が80万円を超え120万円以下の方

第３段階 ・世帯全員が市民税非課税の方で、第１、２段階に該当

■主な経費    しない方

寝たきり老人介護者手当 第４段階 ・世帯の誰かに市民税が課税されているが、本人は市民税

9,100千円    非課税の方で、本人の合計所得金額＋課税年金収入額が

   80万円以下の方

■財源内訳

生活保護事業（補助）
予算区分 ３款　民生費

　生活保護の実施に伴う生活、住宅、医療、介
護等の扶助及び救護施設入所者の施設事務
費の支援を行います。

予 算 額 242,000千円

県支出金 地方債 その他 一般財源国庫支出金

181,500千円 1,500千円 10千円 58,990千円

在宅寝たきり老人等介護慰労金支給事業
予算区分 ３款　民生費

予 算 額 9,100千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

9,100千円
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第２章　健康に、幸せな人生を送ることができる能美づくり

【高齢者福祉の充実】

（担当課：健康福祉部介護長寿課）

■事業説明
　在宅で介護している家族の介護負担を軽減するため、　介護用品購入費の一部を助成します。
対象者：要介護１～５の在宅高齢者及び身体障害者手帳１・２級を所持する在宅重度障害者（児）
　　　　  　 

対象品目：紙おむつ、紙パンツ、尿取りパッド
　　　　　   自動排せつ処理装置の専用カバー及びパッド
支給方法：助成券交付

助成額：年間60,000円上限（5,000円／月）

■主な経費
扶助費
印刷製本費

■財源内訳

（担当課：健康福祉部介護長寿課）

■事業説明
介護保険料を負担しながらも、要介護（要支援）認定を受けることなく元気に過ごす
高齢者に対して、長年にわたる健康維持の努力に報い、商品券を贈呈します。

対象者
要介護（要支援）を受けておらず、過去１年間に長期入院（10日以上）
していない75歳・85歳・95歳の高齢者

75歳（450人)(予定）５千円
85歳（173人)(予定）１万円

■主な経費
報償費

■財源内訳

介護用品購入助成事業
予算区分 ３款　民生費

予 算 額 32,000千円

195千円
31,805千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

32,000千円

［拡充］元気高齢者報奨事業
予算区分 ３款　民生費

予 算 額 4,040千円

95歳（６人) (予定) １万円

4,040千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

4,040千円
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第２章　健康に、幸せな人生を送ることができる能美づくり

【高齢者福祉の充実】上段 下段【障がいのある人の福祉の充実】

（担当課：健康福祉部介護長寿課）

■事業説明

長寿祝い品対象者
　88歳（233人）（予定）　５千円(商品券)
　100歳（13人）（予定）　５万円(商品券)及び記念品
　最高年齢者（男女）　５万円(商品券)及び花束

■主な経費
報償費

■財源内訳

（担当課：健康福祉部福祉課）

■事業説明

■主な経費
扶助費

■財源内訳

［拡充］長寿者表彰及び敬老事業
予算区分 ３款　民生費

3,130千円

　88歳、100歳及び市内男女最高齢の長寿者を祝福し、祝い品を贈ります。
　75歳以上の高齢者を対象に、長寿を祝福するために、市内３会場で敬老会を開催します。

予 算 額

2,066千円

その他 一般財源国庫支出金 県支出金 地方債

3,130千円

介護給付事業（障害福祉サービス）
予算区分 ３款　民生費

464,174千円

　居宅で身体介護や家事援助の支援、または施設へ
の通所や入所で入浴、排せつ及び食事等の介護を提
供する。
 
【事業内容】
　居宅介護事業   　　　   13,074千円
　短期入所事業  　　　    10,512千円
　生活介護事業   　　   297,153千円
  療養介護事業 　　   　  57,050千円
  施設入所支援事業      86,385千円

予 算 額

464,174千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

232,086千円 116,042千円 116,046千円
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第２章　健康に、幸せな人生を送ることができる能美づくり

【障がいのある人の福祉の充実】

（担当課：健康福祉部福祉課）

■事業説明
①障害児相談支援事業
②障害者相談支援事業

相談支援事業者におけるサービス利用計画作成

③障害者相談支援センター運営事業
障害者相談支援の業務委託（委託先：佛子園、なごみの郷、泰耀）
自立支援協議会の開催、定例支援会議の開催

■主な経費
扶助費

①障害児：サービス利用計画作成費 千円
②障害者：サービス利用計画作成費 千円

委託費
③障害者相談支援事業委託料 千円

■財源内訳

（担当課：健康福祉部福祉課）

■事業説明

■主な経費
扶助費

■財源内訳

予 算 額 29,523千円
地域生活支援事業（抜粋：相談支援関係）

予算区分 3款　民生費

4,418
15,581

9,524

県支出金 地方債 その他 一般財源国庫支出金

7,382千円14,761千円 7,380千円

障害児給付事業
予算区分 ３款　民生費

予 算 額 170,000千円

①児童発達支援
　未就学児における、日常生活における基本的な動作
の指導、知識や技能、集団生活への適応訓練、その
他の支援を提供します。
 
②放課後等デイサービス
　就学後の児童における、放課後や夏休み等長期休
暇中の生活能力向上の訓練、放課後の居場所作りを
行います。

170,000千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

42,500千円85,000千円 42,500千円
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第２章　健康に、幸せな人生を送ることができる能美づくり

【障がいのある人の福祉の充実】

（担当課：健康福祉部福祉課）

■事業説明

■主な経費
扶助費

■財源内訳

（担当課：健康福祉部福祉課）

■事業説明

■主な経費
扶助費

■財源内訳

３款　民生費

予 算 額 240千円

　医療的処置に要する医療消耗品購入費の扶助を行うこと
により、経済的負担の軽減を図ります。
 
【事業内容】
 　・介護扶助費
 　・課題解決に向けた検討会の開催

［新規］医療的ケア児（者）等支援事業
予算区分

240千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

240千円

訓練等給付事業（障害福祉サービス）
予算区分 ３款　民生費

予 算 額 305,083千円

　一般就労が困難な障がい者を対象に継続的な就労
支援として、就労機会の提供及び就労に必要な知識・
能力の向上をはかる訓練を実施します。地域で共同
生活を行える障がい者に共同生活の場を提供する。
 
【事業内容】
　就労継続支援事業
 　・就労移行支援
 　・就労継続Ａ型
 　・就労継続Ｂ型
 　・自立訓練
　共同生活援助事業
 　・グループホーム

305,083千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

152,541千円 76,270千円 76,272千円
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第２章　健康に、幸せな人生を送ることができる能美づくり

【障がいのある人の福祉の充実】上段 下段【少子化対策・子育て支援の充実】

（担当課：健康福祉部福祉課）

■事業説明

■主な経費
・コミュニケーション支援事業（賃金4,639千円、役務費1,181千円、備品購入費395千円）
・障害者理解啓発事業（報償費416千円、役務費262千円）
・手話奉仕員養成研修事業（報償費280千円、旅費167千円）

■財源内訳

（担当課：健康福祉部子育て支援課）

■事業説明

■主な経費
乳幼児・児童医療給与金
現物給付に伴う審査支払手数料

■財源内訳

　手話言語条例制定に伴い、手話が言語であることへの理解
促進・普及、手話で情報取得・コミュニケーションがとれる環
境を整備するための施策を推進します。
　・コミュニケーション支援事業
　・手話通訳者の設置
　・手話通訳者や要約筆記者の派遣の実施
　・窓口でのタブレット端末の配置
　・障害者理解啓発事業
　・理解啓発イベント、病院等職員対象手話講座、
　　要約筆記入門講座の実施
　・手話奉仕員養成研修事業
　・手話講座（入門、基礎）の実施

地域生活支援事業（抜粋：手話言語条例関係）
予算区分 ３款　民生費

予 算 額 8,921千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

3,435千円 1,717千円 3,769千円

乳幼児・児童医療費助成事業
予算区分 ３款　民生費

予 算 額 208,400千円

　0～18歳の乳幼児・児童に対して、入院・外来の保険医療費の自己負担分を給付し、家庭の医療費
負担の軽減を図ることにより、子どもを出産し育てやすい環境をつくることを目的とします。平成27年4月
診療分から窓口無料化を開始しました。県外医療機関を受診等、受給者証を使用しなかった場合は従
来通り償還払いとなります。

200,000千円
8,400千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

19,500千円 50,000千円 138,900千円

乳幼児・
児童 

医療

市 

②受診（受給者証提示） 

①受給者証交付 

④通知 

審査支

⑤支払 

⑥支払 ③請求 
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第２章　健康に、幸せな人生を送ることができる能美づくり

下段【少子化対策・子育て支援の充実】 【少子化対策・子育て支援の充実】

（担当課：教育委員会教育総務課）

■事業説明

■主な経費
就学援助費

■財源内訳

（担当課：健康福祉部子育て支援課）

■事業説明

■主な経費
監理委託料
建設工事
備品購入

■財源内訳

28,981千円 28,981千円 700,100千円 30,000千円 20,938千円

県支出金 地方債 その他 一般財源国庫支出金

782,936千円
12,323千円

11,632千円

　平成19年度に策定した市総合計画に基づいて、児童館の適正配置に伴う新規建設事業です。
　なお、平成27年度から放課後児童クラブの制度が改正され、小学１年生から３年生までの保育が小
学６年生までの保育に拡充されました。これに伴う対象児童数の増加に対応するため、辰口図書館隣
接地において新たに辰口中央児童館を建設します。

辰口中央児童館建設事業
予算区分 ３款　民生費

予 算 額 809,000千円

33,804千円

県支出金 地方債 その他 一般財源国庫支出金

33,804千円

援助内容（例）

要保護・準要保護児童生徒援助費
予算区分 10款　教育費

予 算 額 33,804千円

　経済的理由により就学困難な児童生徒及び
これに準ずる児童生徒の就学援助により、保護
者の経済的負担の軽減を図ります。
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第２章　健康に、幸せな人生を送ることができる能美づくり

【少子化対策・子育て支援の充実】

（担当課：健康福祉部子育て支援課）

■事業説明

■主な経費
ひとり親家庭等医療費
現物給付に伴う審査支払手数料

■財源内訳

（担当課：健康福祉部子育て支援課）

■事業説明

　※妊娠・出産に伴う医療費の計算方法

― ＝

但し、高額療養費・付加給付・
室料差額（差額ベッド代）・
食事療養費等を除く

■主な経費
妊産婦医療給与金

■財源内訳

ひとり親家庭等医療費助成事業
予算区分 ３款　民生費

予 算 額 25,450千円

　ひとり親家庭の父・母・児童の医療費を助成します。児童の医療費に限り現物給付（窓口無料）となり
ます。ひとり親家庭の父母、県外医療機関を受診等、受給者証を使用しなかった場合は従来通り償還
払いとなります。

450千円
25,000千円

一般財源国庫支出金 県支出金 地方債 その他

8,750千円 16,700千円

妊産婦医療費助成事業
予算区分 ３款　民生費

予 算 額 6,000千円

　 母子手帳の交付を受けた方の妊娠から出産の翌月末日までの妊娠・出産に伴う医療費を支給しま
す。妊娠に伴う医療費の申請の際には、医師の証明が必要です。
※妊娠に伴う医療費は、保険診療分の自己負担分を支給します。出産に伴う医療費は、出産費用（各
種控除あり）が出産育児一時金を超えた場合に限りその差額を支給します。ただし、保険診療の自己負
担分が上限となります。

出 産 費 用 出産育児一時金
差　　　額

(保険診療の自己負担分
が上限)

6,000千円

一般財源国庫支出金 県支出金 地方債 その他

3,000千円 3,000千円

父母 医療
機関 

市 

①受診・支払 

②領収書発行 

③申請 ④助成（金融機関） 

償還払い 

②受診 
（受給者証提示） 

現物給付 

医療
機関 

乳幼児 
・児童 

審査支
払機関 

市 

④通知 

⑤支払 

③請求 ⑥支払 ①受給者 
  証交付 
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第２章　健康に、幸せな人生を送ることができる能美づくり

【少子化対策・子育て支援の充実】

（担当課：健康福祉部子育て支援課）

■事業説明
①不妊症治療

治療費の1/2額

②不育症治療
１組の夫婦に対し30万円/年度助成します。

■主な経費
子宝支援給与金

■財源内訳

（担当課：健康福祉部子育て支援課）

■事業説明
　出生から満２歳までの児童を養育する保護者に紙おむつ、粉ミルクを購入できる助成券を支給します。

第１子　　　　　月1,000円券を１年分
第２子　　　　　月1,000円券を１年分（0歳児）、月1,000円券を１年分（1歳児）(１年分ずつ支給)
第３子以降　　月2,000円券を２年分(１年分ずつ支給)
転入の方は満１歳または満２歳までの誕生月数に応じた枚数となります。

■利用方法
　市内登録店舗から対象商品（紙おむつか粉ミルク、或いは両方）を購入
した時に支払金額の一部として助成券を渡します。
　（対象商品が1,000円以上の場合に使用できます。）

■主な経費
のみっ子すくすく助成券支給事業費

　

■財源内訳

子宝支援給与金支給事業
予算区分 ３款　民生費

予 算 額 14,800千円

区分
一般不妊治療 特定不妊治療

タイミング療法・薬物療法・人工授精等 体外受精・顕微授精

対象者 市内在住１年以内 市内在住１年以上 市内在住１年以上の夫婦

助成額
治療費の1/2額 治療費の1/2（上限80万円/年度）

（５万円/年） （７万円/年）
・石川県不妊治療支援事業（県助成）の対象者は治療
費から県助成額を控除した額の1/2額

助成回数 制限なし
県助成対象者 県助成対象外

県助成を受けた数
+２回まで

２回まで

14,800千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

5,000千円 9,380千円420千円

のみっ子すくすく助成券支給事業
予算区分 ３款　民生費

予 算 額 10,000千円

9,699千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

10,000千円

 
 

本格スタート 

平成27年度 
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第２章　健康に、幸せな人生を送ることができる能美づくり

【少子化対策・子育て支援の充実】上段 下段【健康づくりの推進】

（担当課：健康福祉部健康推進課）

■事業説明

■主な経費
 母子保健コーディネーター（助産師）配置
 産後ケア（通所・入院・訪問）事業
 産前・産後ヘルパー派遣事業
 産前産後サポート事業（祖父母教室）

■財源内訳

（担当課：健康福祉部健康推進課）

■事業説明
　がん検診を実施することにより、がんの早期発見・早期治療へつなげます。

・胃がん検診・大腸がん検診：40歳以上、前立腺がん検診：50歳～74歳の男性
・肺がん検診：40歳以上（CT検査は50、55、60、65、70歳のみ）
・胃の健康度チェック検査（ペプシノゲン、ヘリコバクター・ピロリ抗体）：39歳
・子宮頸部がん検診：20歳以上の女性（節目年齢20・25歳は無料）
　[新規]必要者に２次検査（HPV検査）（無料）
・乳がん検診：40歳以上の女性（節目年齢40・41〈前年度未受診者〉歳は無料）受診間隔２年に１回

■主な経費
がん検診委託料
女性がん検診委託料
データ作成業務委託料

■財源内訳

予 算 額 5,650千円
出産子育て応援事業

予算区分 ４款　衛生費

　子どもを産みやすく、育てやすい環境をつくるために、妊婦、出産、子育ての段階に応じ、切れ目のな
い支援を行います。母子保健コーディネーターが、妊産婦が抱える課題に対し包括的な支援を提供し
ます。

1,780千円

496千円
60千円

900千円

一般財源国庫支出金 県支出金 地方債 その他

2,049千円 1,524千円 20千円 2,057千円

予 算 額 66,940千円
［拡充］各種がん検診事業

予算区分 ４款　衛生費

　受診機会のない市民及び節目年齢者への受診勧奨・再勧奨を充実します。
　医療機関検診の自己負担額を見直し減額するとともに、子宮頸がん検診において軽度病変疑いの者
へ２次検査を無料で実施します。

33,753千円
30,926千円
1,485千円

一般財源国庫支出金 県支出金 地方債 その他

313千円 66,627千円
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第２章　健康に、幸せな人生を送ることができる能美づくり

下段【健康づくりの推進】 【健康づくりの推進】

（担当課：健康福祉部健康推進課）

■事業説明

・[新規]妊婦歯科健康診査１回
・妊婦一般健康診査：14回及び出産予定日超過最大３回
・産婦一般健康診査１回・乳児一般健康診査２回
・妊婦及び乳幼児精密検査

■主な経費
母子健康診査委託料
妊産婦及び乳児健康診査助成事業費
母子健康診査事務委託料
妊婦歯科健康診査委託料

■財源内訳

（担当課：健康福祉部健康推進課）

■事業説明
定期予防接種を行うことにより、疾病の発生予防を図ります。
任意予防接種の費用助成を行うことにより、疾病の発生及び重症化の予防を図ります。　

■主な経費
○定期予防接種委託料
　　Ａ類予防接種（ＢＣＧ・不活化ポリオ・二種
    混合・四種混合・日本脳炎・麻しん風しん・
    Ｂ型肝炎・小児肺炎球菌・ヒブ感染症・
　　水痘）委託料
　  Ｂ類予防接種（高齢者インフルエンザ・
　　高齢者肺炎球菌）委託料

○任意予防接種（市税等滞納がない者）
　　こどもインフルエンザワクチン助成費
　　おたふくかぜワクチン助成費

■財源内訳

４款　衛生費

予 算 額 50,000千円
［拡充］妊産婦・乳幼児医療機関委託健診事業

予算区分

医療機関及び助産施設に妊産婦及び乳幼児健康診査を委託し、疾病等の早期発見及び産後うつ等
への早期支援を図ります。県外での里帰り出産や出産予定日超過による健康診査の助成も実施しま
す。

47,862千円
900千円
672千円
400千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

49,000千円1,000千円

予算区分 ４款　衛生費

予 算 額 141,970千円
予防接種事業

100,162千円

34,706千円

3,402千円
522千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

141,970千円
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第２章　健康に、幸せな人生を送ることができる能美づくり

【健康づくりの推進】

（担当課：健康福祉部健康推進課）

■事業説明
・[新規]糖尿病の重症化予防のため、合併症検査費用を助成します。
・禁煙外来での治療費用を助成します。
・39歳以下の健康づくり(健診・保健指導)を支援します。

※能美市国民健康保険の被保険者には、
糖尿病合併症検査費用及び禁煙外来治療費の助成を
国民健康保険特別会計において実施します。

■主な経費
一般健康診査委託料(フレッシュ健診)
禁煙治療費助成給付金
糖尿病合併症検査助成給付金

■財源内訳

（担当課：健康福祉部健康推進課）

■事業説明

 ・地域職域連携部会の開催（年２回）
 ・健康経営、健康づくりの啓発普及（講演、出前講座、企業との相談・支援）
 ・市内企業の被扶養者（市民）特定保健指導・医療受診勧奨保健指導（受託事業）

■主な経費
講演会講師謝金等
賃金（保健指導実施）
地域職域連携部会委員報償費

■財源内訳

4,700千円
［拡充］生活習慣改善支援事業

予算区分 ４款　衛生費

予 算 額

3,437千円

250千円
400千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

1,914千円 2,786千円

予 算 額 300千円

 地域と職域との連携を強化し、企業の健康経営意識の向上を図り、従業員・家族の健康の保持増進
を支援します。働き盛り世代の健康管理、生活習慣病の重症化予防に取り組みます。

［新規］地域職域連携推進事業
予算区分 ４款　衛生費

190千円
98千円
12千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

198千円 102千円
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第３章　心身を磨き上げ、人の絆と感性を育む能美づくり

３－１　学校教育の充実

３－２　青少年の健全育成

３－３　生涯学習の推進

３－４　芸術・文化の振興

３－５　スポーツの振興

予算額計 1,382,265千円
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第３章　心身を磨き上げ、人の絆と感性を育む能美づくり

【学校教育の充実】

（担当課：教育委員会学校教育課）

■事業説明

■主な経費
賃金

■財源内訳

（担当課：教育委員会学校教育課）

■事業説明

■主な経費
学力調査委託料

■財源内訳

　小学校に外国語活動助手を配置し、
外国語活動の時間を充実させ英語力の
向上を図ります。

4,673千円

［拡充］小学校英語活動充実事業
予算区分 10款　教育費

予 算 額 4,673千円

地方債 その他 一般財源

4,673千円

国庫支出金 県支出金

［拡充］学力向上推進事業
予算区分 10款　教育費

予 算 額 1,418千円

1,372千円

　市として学力調査を実施することで、対象児
童生徒の学力の現状を客観的に把握し、対策
を講じます。
　上記学力調査の対象児童生徒に対して実態
調査を実施し、教職員の教育活動を検証する
ことで、授業づくり、家庭学習の充実、学力向上
につなげます。

平成29年度全国学力状況調査結果

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

1,418千円
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第３章　心身を磨き上げ、人の絆と感性を育む能美づくり

【学校教育の充実】

（担当課：教育委員会学校教育課）

■事業説明

■主な経費
備品購入費
電算委託料

■財源内訳

（担当課：教育委員会学校教育課）

■事業説明

■主な経費
バーコード購入費
ソフト導入費
ＰＣ等購入費

■財源内訳

　児童生徒や教職員が授業や校務でＩＣＴ機器
を活用するための環境整備を行います。

1,046千円

［拡充］視聴覚機器等活用モデル事業
予算区分 10款　教育費

予 算 額 1,859千円

国庫支出金

713千円

県支出金 地方債 その他 一般財源

1,859千円

［新規］学校図書館電算化事業
予算区分 10款　教育費

予 算 額 1,720千円

330千円
700千円

　小中学校の学校図書館を電算化し、蔵書検
索にかける時間を大幅に削減し、削減された時
間をブックトークや読み聞かせ等の時間に充て
ることで、児童生徒の読書活動を充実させ、学
力向上につなげます。

560千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

1,720千円

教育委員会 

（管理） 

A校 

・無線AP１台 

・タブレット端末40台 

B校 

・無線AP１台 

・タブレット端末40台 

K校 

・無線AP１台 

・タブレット端末40台 

管理システム 

・・・・・ 

ＩＣＴ機器導入の将来像 

11校 
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第３章　心身を磨き上げ、人の絆と感性を育む能美づくり

【学校教育の充実】上段 下段【芸術・文化の振興】

（担当課：教育委員会教育総務課）

■事業説明

老朽化が進む学校施設の機能・性能を
確保しつつ、維持管理等に係るトータル
コストの縮減を図るため、中長期的な
メンテナンスサイクルなどを盛り込んだ
学校施設の長寿命化計画を策定します。

■主な経費
調査委託料

■財源内訳

（担当課：教育委員会生涯学習課）

■事業説明
文化交流拠点として、市民が生活に潤いや安らぎを創出するきっかけを作ります。

【主な催し】
音楽
・風と緑の楽都音楽祭2018in能美
・能美市アットホームタウンフェスティバル2018

　　  (能美市ファミリーコンサートほか)
・タント音楽学校発表会など
演劇その他

　　・落語プロモーション
　　・タント演劇学校発表会など

■主な経費
委託料
負担金及び補助金

　　

■財源内訳

予 算 額 13,300千円

9,906千円

［新規］学校施設長寿命化計画策定事業
予算区分 10款　教育費

地方債 その他 一般財源国庫支出金 県支出金

3,300千円10,000千円

総合文化会館主催事業
予算区分 10款　教育費

予 算 額 8,200千円

4,053千円
2,150千円

県支出金 地方債 その他 一般財源国庫支出金

3,551千円 4,649千円
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第３章　心身を磨き上げ、人の絆と感性を育む能美づくり

【芸術・文化の振興】上段 下段【スポーツの振興】

（担当課：教育委員会生涯学習課）

■事業説明

音楽ホール重量物吊物等改修工事
音楽ホール調光装置改修工事
音楽ホール音響装置改修工事
区分用気中開閉器改修工事
屋外キュービクル塗装改修工事

■主な経費
施設改修費 114,500千円
設計監理委託料 3,000千円
備品購入費

■財源内訳

（担当課：教育委員会スポーツ振興課）

■事業説明

■主な経費
工事費
報償費
委託料

■財源内訳

　施設の充実、利用者の利便性や安全
性の向上を図るため経年劣化や老朽化
した施設の改修工事を行います。

【主な工事】

1,260千円

総合文化会館改修事業
予算区分 10款　教育費

予 算 額 118,850千円

その他 一般財源国庫支出金 県支出金 地方債

50,000千円 43,000千円 25,850千円

［拡充］能美市ゆかりのスポーツ選手交流事業
予算区分 10款　教育費

予 算 額 7,000千円

　市にゆかりのあるスポーツ選手と市民が交流するイベントを開催します。また、競歩の世界記録を持つ
「鈴木雄介」選手を始めとする日本代表選手が訪れている競歩練習コースの整備により、市民がより競
歩に親しみ、健康づくりの一環としてウオーキングに勤しむきっかけづくりとします。さらには、2020東京オ
リンピック・パラリンピック競歩日本代表チームの合宿誘致につなげて参ります。

5,226千円
780千円
599千円

地方債 その他 一般財源国庫支出金 県支出金

7,000千円
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第３章　心身を磨き上げ、人の絆と感性を育む能美づくり

【スポーツの振興】

（担当課：教育委員会スポーツ振興課）

■事業説明

・岩内体育館改修工事
・根上勤労者体育センター改修工事
・根上東部地区市民体育館改修工事等

■主な経費
設計監理委託費
施設改修費

■財源内訳

76,100千円 60,874千円 12,326千円

　利用者の利便性や安全性の向上を図
るため経年劣化した施設の改修工事を
行います。

10,070千円 床を張替える予定の岩内体育館アリーナ
138,810千円

スポーツ施設整備事業
予算区分 10款　教育費

予 算 額 149,300千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源
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第４章　基盤産業と地域産業がともに躍動する能美づくり

４－１　農業・農村の振興

４－２　林業・山村の振興

４－３　商業の振興

４－４　工業の振興

４－５　産学官金連携・創業支援の推進

４－６　九谷の里づくり

４－７　労働環境の充実

予算額計 526,018千円
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第４章　基盤産業と地域産業がともに躍動する能美づくり

【農業・農村の振興】

（担当課：産業建設部農政課）

■事業説明

■主な経費
かんがい排水整備費

■財源内訳

（担当課：産業建設部農政課）

■事業説明

■主な経費
補助金 大豆

■財源内訳

農地耕作条件改善事業（補助）
予算区分 ６款　農林水産業費

   老朽化した土地改良施設の長寿命化の推
進及び営農コストの縮減を図るため、水路等の
かんがい施設の改修を実施します。
【西二口地区】
　排水路L=1,390ｍ
　補助率　国50％　県15％
　　　　　 　市35％（うち地元15％）

25,000千円

予 算 額 25,000千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

16,250千円 3,750千円 5,000千円

生産調整等特別助成事業
予算区分 ６款　農林水産業費

予 算 額 27,500千円

　 生産調整の確実な実施と農業経営の
安定及び荒廃農地の防止を図ります。
　・主な対象作物
　　　大麦、大豆
　・単価　団地形成
　　　大麦　10,000円/10a
　　　大豆　15,000円/10a

27,500千円 六条大麦

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

27,500千円
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第４章　基盤産業と地域産業がともに躍動する能美づくり

【農業・農村の振興】

（担当課：産業建設部農政課）

■事業説明

■主な経費
講師謝金

■財源内訳

（担当課：産業建設部農政課）

■事業説明

■主な経費
補助金

多面的機能支払イメージ図
■財源内訳

［新規］６次産業化戦略策定事業
予算区分 ６款　農林水産業費

　 ６次産業化・地産地消法に基づいた
「（仮称）能美市６次産業化総合戦略」
を、農業団体・商工団体、学術機関、行
政による協議会で策定し、６次産業化推
進を図ります。

予 算 額 840千円

450千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

840千円

多面的機能支払事業
予算区分 ６款　農林水産業費

予 算 額 50,744千円

　農地や農業用水等の保全管理と農村環境保
全活動、多面的機能の増進を図る活動を実施
する集落に補助します。
【対象集落数】
　農地維持支払　　　　　　　　　 　　13集落
　農地維持支払＋資源向上支払　30集落
【対象面積】
　1,149ha
【交付単価】
　農地維持支払（3,000円/10a)
　資源向上支払 （継続1,800円/10a )
　新規2,400円/10a)

50,700千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

38,025千円 58千円 12,661千円
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第４章　基盤産業と地域産業がともに躍動する能美づくり

【農業・農村の振興】

（担当課：産業建設部農政課）

■事業説明

■主な経費
補助金

■財源内訳

（担当課：産業建設部農政課）

■事業説明

■主な経費
補助金

■財源内訳

中山間地等直接支払事業
予算区分 ６款　農林水産業費

　 中山間地域の生産条件の不利を補正し、農
地を保全、多面的機能を確保します。
【交付単価　　田】
　急傾斜 21,000円/10a
　緩傾斜　 8,000円/10a
【対象面積】
　88,971㎡(急)513,866㎡(緩)
【対象集落】
　鍋谷町、金剛寺町、和気町、
　坪野町、仏大寺町
【負担割合】
　直払交付金　　国1/2　県1/4　市1/4
　推進交付金　　国10/10

予 算 額 6,010千円

5,980千円

国庫支出金 県支出金 地方債

4,514千円 1,496千円

その他 一般財源

鳥獣被害防止総合対策事業
予 算 額

予算区分 ６款　農林水産業費

940千円

　 イノシシ・ニホンジカ等による農林業被害を軽
減するため、捕獲檻の購入、狩猟免許の取得
助成を行います。また、新たにイノシシ見回り隊
を設置し、イノシシ被害の顕著な地区における
被害対策を強化します。
　・イノシシ檻購入　　　　３基
　・狩猟免許取得補助　４名
　・監視カメラ購入　　　 ８台

940千円
鍋谷町地内に設置した監視カメラが捉えた映像

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

940千円
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第４章　基盤産業と地域産業がともに躍動する能美づくり

【林業・山村の振興】上段 下段【商業の振興】

（担当課：産業建設部農政課）

■事業説明

■主な経費 加賀の木づかい奨励事業による建築事例 
補助金

■財源内訳

（担当課：産業建設部商工課）

■事業説明

■主な経費
消耗品費
通信運搬費

■財源内訳

加賀の木づかい奨励事業
予算区分 ６款　農林水産業費

1,500千円

　地元産材の需要喚起を促すとともに林業の振
興と山村地域の活性化に寄与するため、地域
産材を一定規模以上使用した住宅を取得する
者に対し奨励金（補助金）を交付します。
【新築・増改築・建売住宅】
　基本額20万円　最大30万円
【空き家等の改修】
　基本額15万円

予 算 額

1,500千円

地方債 その他 一般財源国庫支出金 県支出金

1,500千円

地域経済活性化事業
予算区分 ７款　商工費

予 算 額 5,300千円

　民間消費の市外流出を防ぐため、新たな顧客となる可能性
が高い転入者等に対して、のみ商業協同組合発行の商品券
を贈呈することで地域内消費を促し、地域経済の活性化を目
指します。

　転入者　　商品券２千円/人
　婚姻者　　商品券５千円/組

5,292千円
8千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

5,300千円

見本 
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第４章　基盤産業と地域産業がともに躍動する能美づくり

【工業の振興】上段 下段【産学官金連携・創業支援の推進】

（担当課：産業建設部商工課）

■事業説明

　
■主な経費

補助金

■財源内訳

（担当課：産業建設部商工課）

■事業説明

■主な経費
補助金

■財源内訳

予 算 額 1,000千円

◇技術革新挑戦支援事業
　市内中小企業が、技術革新による経営課題解決のために、
ＩｏＴ導入や新製品開発等をＪＡＩＳＴをはじめ大学等と連携した
調査研究する費用を補助し、業務の効率化・省人化に向けた
取組を積極的に促進します。
　本事業を取組の第一歩とし、中小企業庁のものづくり補助
金や、石川県産業創出支援機構（ＩＳＩＣＯ）のいしかわ次世代
産業創出ファンド等を利用した新技術や新商品の創出へつな
げます。

　　・補助額　補助対象経費の10/10以内の額
                                     (上限　200千円)

［新規］ＩＴ活用促進支援事業
予算区分 ７款　商工費

1,000千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

1,000千円

予算区分 ７款　商工費
創業支援補助金

予 算 額 4,800千円

　産業の振興及び活性化を目的として、市内で創業する方を
対象に、創業に係る費用の一部を補助します。

◇能美市商工会
　・創業塾開催　補助額300千円

◇創業者
　・補助額　補助対象経費の1/2以内の額(上限　500千円)
　　　　         加算額　九谷焼業・飲食業を創業　100千円
 　　　　　　　　         　空き家・空き店舗を活用　 100千円

      ※従来からの補助制度にワーク・イン・レジデンス制度を
         統合し、ワンストップでの支援体制を充実します。

4,800千円

その他 一般財源国庫支出金 県支出金 地方債

4,800千円

省人化ロボットイメージ 

創業塾 
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第４章　基盤産業と地域産業がともに躍動する能美づくり

【九谷の里づくり】上段 下段【労働環境の充実】

（担当課：産業建設部商工課）

■事業説明

■主な経費
設計委託料

■財源内訳

（担当課：産業建設部商工課）

■事業説明

■主な経費
印刷製本費
補助金
通信運搬費

■財源内訳

予算区分 ７款　商工費

予 算 額 2,500千円

◇九谷焼担い手職人工房設置事業
　伝統工芸品である「九谷焼」の大きな課題である後継者不
足を解消することを目的に、若手後継者を市内に定着させる
手段として、九谷焼技術研修所の卒業生を対象とした職人工
房の開設します。
　職人工房の開設にあたり、工房の適地を公募するとともに、
工房として活用するための改修工事に向けた設計の業務委
託を行います。

［新規］九谷焼後継者育成支援事業

2,500千円

地方債 その他 一般財源国庫支出金 県支出金

2,500千円

［新規］Ｕ・Ｉ・Ｊターン就職促進事業
予算区分 ５款　労働費

予 算 額 2,700千円

◇就職情報発信事業
　市内企業の情報冊子を作成し、市民やＵ・Ｉ・Ｊターン希望者
に対し市内企業の情報を発信することで、市内企業の認知度
向上を図り、就職促進につなげます。

◇就職・定住促進家賃補助事業
　Ｕ・Ｉ・Ｊターンにより市内の企業へ就職し、市内の民間賃貸
住宅・特定公共賃貸住宅等に入居した市民に対し、賃貸料
の一部を補助することにより、市外・県外からのＵ・Ｉ・Ｊターン就
職及び市内への定住を促進します。
　・補助額　月額賃貸料の1/3(限度額：５千円）  ２年間交付

600千円
28千円

2,072千円

市内企業情報冊子イメージ

県支出金 地方債 その他 一般財源国庫支出金

2,700千円

職人工房イメージ

企 業 名

冊子イメージ
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第４章　基盤産業と地域産業がともに躍動する能美づくり

【労働環境の充実】

（担当課：産業建設部商工課）

■事業説明

■主な経費
印刷製本費　　
会場設営委託料
講師謝金　　　

■財源内訳

予 算 額 1,000千円

◇市内企業ガイダンス事業
　市内企業に対して、人材採用・人材育成に関する講習会を
いしかわ就職・定住総合サポートセンター（IＬＡＣ）等の支援に
より開催し、市内企業の人事担当者のスキルアップを支援
し、各種企業ガイダンスへの出展を促すことで、人材確保につ
なげます。
　また、市主催の企業説明会を「子どもマイスターウィーク」に
併せて開催します。市民、近隣の高校生・大学生、市外者移
住交流体験ツアー参加者等を対象にした企業PRにより就職
へつなげます。

［新規］就職説明会開催支援事業
予算区分 ５款　労働費

400千円 企業説明会イメージ
380千円
100千円

その他 一般財源国庫支出金 県支出金 地方債

1,000千円
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第５章　安全に、安心して住み続けられる能美づくり

５－１　居住環境の充実

５－２　適正な土地利用の推進

５－３　道路の維持・整備

５－４　公共交通の充実

５－５　水道・下水道の維持・整備

５－６　防犯・交通安全の充実

５－７　消防・防災体制の強化

５－８　消費生活の向上

予算額計 3,201,048千円

第 

１ 

章 

第 

２ 

章 

第 

３ 

章 

第 

４ 

章 

第 

５ 

章 

第 

６ 

章 

第 

７ 

章 

第 

８ 

章 



第５章　安全に、安心して住み続けられる能美づくり

【居住環境の充実】

（担当課：市民生活部生活環境課）

■事業説明
・空き家に関する相談会、セミナーの開催

・空き家利活用のための資産価値診断

■主な経費
空き家に関する相談会、セミナー開催

空き家情報整備にかかる業務委託費

■財源内訳

（担当課：市民生活部生活環境課）

■事業説明

　対象事業
　・空き家改修費（空き家バンク登録後３年以内）
　　 　補助率　1/2（上限 50万円）
  ・空き家の家財道具等処分費（空き家バンク登録後３年以内）
　　 　補助率　1/2（上限 ５万円）

■主な経費
空き家改修費補助
空き家の家財道具等処分費補助

■財源内訳

3,300千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

3,000千円
300千円

　空き家所有者への意向調査結果を踏まえ、空き家
を地域資源として活用・流通させるための対策を講じ
ます。

予 算 額 3,300千円
空き家活用促進事業

予算区分 ２款　総務費

75千円 675千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

150千円

　暮らし方や家族の形態・コミュニティの変容から生ずる様々な課題（一人暮らし、空き家、無縁墓など）
の一つとしての空き家問題から、暮らしや家族、コミュニティの将来を考える機会とするとともに、空き家
の流通を促進し空き家の解消に努めます。

　空き家を「資源」と捉え利活用を促進するために、石川県宅地建物取引業協会との協定により、不動
産取引にかかる資産価値診断をはじめとした空き家情報の整備を図ります。

33千円

予 算 額 750千円
空き家等適正管理対策事業

予算区分 ２款　総務費
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第５章　安全に、安心して住み続けられる能美づくり

【居住環境の充実】

（担当課：市民生活部生活環境課）

■事業説明

　・助成額
　　　　補助率　1/5（上限　10万円）
　　　　加算措置　市内解体業者利用　５万円

　　特定空家等の物件　40万円

■主な経費
空き家除却補助

■財源内訳

（担当課：市民生活部生活環境課）

■事業説明

■主な経費
町会・町内会に対する調査費
総合型GISデータ作成業務委託料

■財源内訳

3,000千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

1,200千円
1,100千円

　空き家の増加に伴い、管理不全な空き家や、適正な
相続が行われていない空き家が増加しており、深刻な
社会問題として顕在化しています。空き家等の倒壊
や、水道管の破裂など、市民生活に甚大な影響を及
ぼす事案も多く発生しており、空き家の現状把握と情
報管理は喫緊の課題となっています。
　そこで、空き家の情報管理と共有を目的に、空き家
の実態調査（マップ作り）と、情報管理（データベース
化）事業を行います。

予 算 額 3,000千円
［新規］空き家調査管理事業

予算区分 ２款　総務費

3,500千円

一般財源国庫支出金 県支出金 地方債 その他

3,500千円

　空き家を除却することにより周辺住民の快適な住環境の保全と土
地の流動化促進するため、除却する所有者に対して支援します。

予 算 額 3,500千円
空き家除却補助金

予算区分 ２款　総務費
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第５章　安全に、安心して住み続けられる能美づくり

【居住環境の充実】上段 下段【適正な土地利用の推進】

（担当課：産業建設部都市計画課）

■事業説明

■主な経費
計画策定委託料

■財源内訳

（担当課：産業建設部都市計画課）

■事業説明

■主な経費
道路改良工事費
土地購入費
物件移転補償費

■財源内訳

［新規］都市公園安全・安心対策事業
予算区分 ８款　公園費

　都市公園における公園施設長
寿命化計画を策定し、老朽化し
た施設の更新を計画的に行うこと
で、公園施設の安全確保と機能
保全を図ります。
　平成30年度は施設の調査及び
計画の策定を行います。

予 算 額 21,250千円

21,250千円

その他 一般財源国庫支出金 県支出金 地方債

9,500千円 5,000千円 6,750千円

寺井地区都市再生整備計画事業
予算区分 ８款　街路事業費

予 算 額 601,510千円

　道路整備による隣接地区とのア
クセス強化、新たな保育園を核と
した子育て環境の充実などを通し
て、地域住民の交流から育まれ
る寺井地区中心街の活性化を推
進します。

【平成26年度～30年度（予定）】

345,710千円
7,630千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

222,160千円

216,100千円 335,900千円 31,080千円 18,430千円

【更新後のイメージ】 

おおぞら公園 

緑が丘５号公園 

【道路整備イメージ】 
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第５章　安全に、安心して住み続けられる能美づくり

下段【適正な土地利用の推進】 【道路の維持・整備】

（担当課：産業建設部土木課）
岩内金剛寺線の計画図　　

■事業説明

■主な経費
道路改良工事費

■財源内訳

（担当課：産業建設部土木課）
和佐谷橋の橋梁一般図　　

■事業説明

■主な経費
橋りょう維持修繕工事費

■財源内訳

岩内金剛寺線道路改良事業
予算区分 ８款　土木費

50,250千円

　急勾配の解消や金剛寺町内へ
の通過交通を無くし、安全性を向
上します。また加賀産業開発道
路と接続する道路であることから
物流の円滑化及び地域産業の活
性化につなげます。（事業年度：
平成27～31年度）

予 算 額

50,250千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

2,000千円 750千円25,000千円 22,500千円

予 算 額 60,500千円
橋りょう等補修事業

予算区分 ８款　土木費

　老朽化した橋りょうの予防・保全
的な修繕及び計画的な維持管
理をすることにより橋りょうの長寿
命化、コスト縮減を図ります。

60,500千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

33,000千円 24,300千円 2,000千円 1,200千円

① 

① 
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第５章　安全に、安心して住み続けられる能美づくり

【道路の維持・整備】上段 下段【公共交通の充実】

（担当課：産業建設部土木課）
岩内金剛寺線の計画図　　 　　破損事例  更新事例

■事業説明

■主な経費
道路保安工事費

■財源内訳

（担当課：企画振興部地域振興課）
和佐谷橋の橋梁一般図　　

■事業説明

■主な経費
　　市内バス運行業務委託費　　　　
　　バスダイヤ改正文字張替業務委託費　　　　

■財源内訳

［新規］道路附属物更新事業
予算区分 ８款　土木費

予 算 額 20,400千円

　道路附属物点検結果に基づ
き、経年劣化による損傷が著しい
道路附属物を順次更新及び補
修することで、道路交通の安全を
確保します。

20,400千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

11,000千円 8,100千円 1,300千円

２款　総務費

予 算 額 88,380千円
コミュニティバス運行事業

予算区分

　高齢者や通勤通学者など、交通弱者の生活の足の
確保を図り、安心して住み続けられる環境を実現する
為、市内のすべての集落と主要な公共施設・商店街・
ＪＲ能美根上駅などを網羅する路線について、市有バ
ス（６台）をバス事業者に運行を委託し、運行を行いま
す。
　運行体制：連携バス３台、循環バス３台
　運行日：１月１日～３日を除く毎日
　乗車料金：１乗車あたり100円

　また、のみバス新キャラクター「ひぽ能ん」「ゆず美ん」
をあしらったラッピングや、バス停留所の案内デザイン

83,273千円
1,976千円
1,293千円　　補修工事費　　　　

一般財源国庫支出金 県支出金 地方債 その他

500千円 21,644千円 66,236千円

破損状況 防食処理 
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第５章　安全に、安心して住み続けられる能美づくり

下段【公共交通の充実】 【公共交通の充実】

（担当課：企画振興部地域振興課）

■事業説明

■主な経費

　　補修用材料購入費

■財源内訳

（担当課：企画振興部地域振興課）

■事業説明

■主な経費

■財源内訳

［新規］コミュニティバス購入事業
予算区分 ２款　総務費

予 算 額 75,000千円

　高齢者や通勤通学者など、交通弱者の生活の足の
確保を図り、安心して住み続けられる環境を実現する
為、市内のすべての集落と主要な公共施設・商店街・
ＪＲ能美根上駅などを網羅し運行するコミュニティバス
「のみバス」のバス車両６台の内、３台を購入し更新し
ます。
　また、車両の更新に合わせ、のみバス新キャラクター
「ひぽ能ん」「ゆず美ん」をあしらったラッピングや、バス
シートに装飾します。

　　車両購入費　　　　
674千円

73,729千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

75,000千円

［新規］あんしん移動サポート事業
予算区分 ２款　総務費

予 算 額 5,724千円

　65歳以上の高齢者や、免許返納者が安心し
て市内を移動できる環境を確保する事を目的
に、「のみバス」の定期券（シニアパス券、免許
返納者用パス券）とタクシー補助券（初乗り１
メータ分）を併せた利用券の販売を行います。
　タクシー補助券付バス定期券
①シニアパス券（３か月）
　・シニアパス券＋タクシー補助券12枚セット
　・シニアパス券＋タクシー補助券25枚セット
の２種類を販売
②免許返納者用パス券
　・タクシー補助券のみの販売を行います。

　　タクシー運行委託費　　　　 5,400千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

4,500千円 1,224千円
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第５章　安全に、安心して住み続けられる能美づくり

【公共交通の充実】上段 下段【防犯・交通安全の充実】

（担当課：企画振興部地域振興課）

■事業説明

■主な経費

■財源内訳

（担当課：市民生活部生活環境課）

■事業説明

■主な経費
委託料

■財源内訳

［新規］公共交通システム構築事業
予算区分 ２款　総務費

予 算 額 10,500千円

　少子化や高齢化の急速な進展が今後予測さ
れ、市民の移動に対する不安や関心が高まる
中、市民の移動ニーズに合った公共交通体系
を総合的に再構築し、安心して移動できる環境
や住み続けられる環境を確保する事を目的に、
能美市地域公共交通会議のもと、市民ニーズ
に合った公共交通システムを検討する。

・市民アンケートの実施
・公共交通システム検討部会による検討
を行い、利害関係者が一体となって検討を行
う。

　　業務委託費 9,451千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

5,000千円 5,500千円

［新規］道路反射鏡設置状況調査事業
予算区分 ２款　総務費

予 算 額 5,200千円

　市内のカーブミラーが多数倒れたこと
を受けて、市内のカーブミラーの状況を
調査し、位置図及び台帳システムの整
備を行い、倒壊による危険性の未然防
止を図ります。

5,200千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

5,200千円
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第５章　安全に、安心して住み続けられる能美づくり

【防犯・交通安全の充実】上段 下段【消防・防災体制の強化】

（担当課：総務部管財課、健康福祉部子育て支援課、教育委員会教育総務課）

■事業説明

【設置台数】
児童館等（全12施設） 14台
小中学校（全11校） 35台
市役所・寺井分室・根上窓口センター ６台

■主な経費
設置工事費
備品購入費　

■財源内訳

（担当課：総務部危機管理課）

■事業説明

■主な経費
会場設営費
謝金、出演費等
印刷費、ＰＲ費

■財源内訳

防犯カメラ整備事業
予算区分 ２款　３款　10款

予 算 額 4,795千円

　各児童館等及び各小中学校に防犯カメラを設置し、
子どもたちを安心して教育・保育できる環境の充実を
図ります。
　また、市民の皆様にも安心して施設を利用して頂け
るよう、市役所、寺井分室、根上窓口センターにも防
犯カメラを設置します。

1,885千円
2,910千円

地方債 その他 一般財源国庫支出金 県支出金

4,795千円

［拡充］防災フェスタ費
予算区分 ９款　消防費

予 算 額 1,750千円

　平成29年７月、能美市防災センター１周年記
念を兼ねて開催した”能美市防災フェスタ
2017”には10,000人もの来場があり、消防職
員による訓練展示や自衛隊の炊き出し、水陸
両用車や高所作業車の試乗などのほか、お楽
しみステージ、能美市のグルメ市などで賑わい
ました。平成30年度においても引き続き開催
し、「見て、ふれて、体験して」防災意識を高め
ていただくきっかけとします。

60千円
1,150千円

120千円

その他 一般財源国庫支出金 県支出金 地方債

1,750千円

消防団による放水体験 

作業車両の運転体験 

防災クイズで賞品ゲット！ 
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【消防・防災体制の強化】

（担当課：総務部危機管理課）

■事業説明

■主な経費
災害展示会、作品展示実施費
既設設備改良費等
映像作品購入費

■財源内訳

（担当課：総務部危機管理課）

■事業説明

■主な経費
講師謝礼等
設営委託料
チラシ等製作費ほか

■財源内訳

予算区分 ９款　消防費

予 算 額 1,820千円
[新規]防災センター利用促進事業

　防災センターは様々な災害の疑似体験により、防災
に対する意識を高めていただく施設として多くの来館者
が訪れていますが、既設設備の改良や災害に関する
展示会、保育園児の作品展示など、気軽に訪れられ
る機会を設け、さらなる利用促進を図ります。

195千円

140千円
1,485千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

1,820千円

[新規]防災キャンプ費
予算区分 ９款　消防費

予 算 額 1,493千円

　平成28年４月に発生した熊本地震では、テントを用
いた避難所としてのテント村が多くの被災者に受け入
れられ、「今後の被災地のモデルケース」との評価を得
ています。このことから、発災時に役立つアウトドアのノ
ウハウを実践的に学び、自らの命を守り、”自助”・”共
助”の推進を目的として開催します。青少年、家族、仲
間などを対象とし、集団で行動することや協力し合うこ
とも同時に身に着けられます。

400千円
540千円
553千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

1,493千円

消防・防災の拠点、能美市防災センター 

４階の既設展示コーナー 

熊本地震のテント村 

テント村で広がった絆 
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第５章　安全に、安心して住み続けられる能美づくり

【消防・防災体制の強化】

（担当課：総務部危機管理課）

■事業説明

■主な経費
防災士養成講座受講料等
防災士による出前講座実施にかかる経費
防災士連絡協議会活動補助金

■財源内訳

（担当課：総務部危機管理課）

■事業説明

■主な経費
防災備蓄品（食品、水、食器等）
防災備蓄品（ストーブ、非常トイレ等）
携帯緊急メールシステム使用料

■財源内訳

防災士育成費
予算区分 ９款　消防費

予 算 額 1,330千円

　地域における防災・減災など防災活動
のリーダーである”防災士”を各町会・町
内会の世帯数に応じ、配置するため、資
格取得に必要な経費の一部を助成する
とともに、防災士を取得した方々の連
携、スキルアップを目指す防災士連絡
協議会の活動や運営を支援します。

1,150千円

120千円
60千円

一般財源国庫支出金 県支出金 地方債 その他

1,330千円

予 算 額 5,400千円
災害対策設備等整備費

予算区分 ９款　消防費

　発災時、避難所での避難が必要となった際
に、避難所での生活に必要とされる備品や食料
などの備蓄品を、計画に基づく数量の配置とな
るよう、毎年度計画的に購入し備蓄します。
　また、気象情報や緊急情報を市議会議員、
町会・町内会長、市職員等に緊急メールを配
信します。

1,094千円
3,269千円
1,037千円

その他 一般財源国庫支出金 県支出金 地方債

5,400千円

出前講座での図上訓練 

女性防災士との意見交換会 

アルファ米での炊き出し 

避難所に設営された 
パーティション 

非常トイレ 
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第５章　安全に、安心して住み続けられる能美づくり

【消防・防災体制の強化】

（担当課：消防本部庶務課）

■事業説明

■主な経費
消耗品費
印刷製本費

■財源内訳

（担当課：消防本部庶務課）

■事業説明
　

■主な経費
車両整備費

■財源内訳

　学童期の防火・防災教育の一環として、能美
市の小学校５・６年生を対象とした防火・防災ポ
スターコンクールを開催します。
　コンクールでの優秀作を消防本部オリジナル
ポスターとして採用し、管内各所に掲示を行い
市民に対し防火・防災意識の高揚を図ります。

予 算 額 170千円
防火・防災ポスターコンクール開催事業

予算区分 ９款　消防費

96千円
74千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

170千円

消防車両等購入事業
予算区分 ９款　消防費

予 算 額 42,914千円

　平成６年度に整備された水槽付消防ポンプ
自動車（能美水槽４）を新規更新します。

42,914千円

一般財源国庫支出金 県支出金 地方債 その他

42,000千円 914千円
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第６章　自然を守り、歴史と文化を尊ぶ能美づくり

６－１　歴史・文化・伝統の継承

６－２　里山・自然環境の保全と活用

６－３　水環境の保全と活用

６－４　循環型社会と環境美化の推進

予算額計 1,538,061千円
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第６章　自然を守り、歴史と伝統を尊ぶ能美づくり

【歴史・文化・伝統の継承】

（担当課：教育委員会生涯学習課）

■事業説明

■主な経費
建設工事費
展示工事費

■財源内訳

（担当課：教育委員会生涯学習課）

■事業説明

■主な経費
法面保護工事費

■財源内訳

博物館建設事業
予算区分 １０款　教育費

予 算 額 362,500千円

60,000千円

　新博物館の建設により、貴重な文化財を適切
な環境下で保存・継承するとともに、文化財を
活用した、学びの拠点とし、地域の魅力や伝統
を知ることでふるさと愛の醸成につなげて参りま
す。

【事業計画】
　2018年度～2020年度

【総事業費】
　1,836,500千円 外観イメージ

280,000千円

302,600千円 50,000千円 9,900千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

和田山・末寺山古墳群保存整備事業
予算区分 １０款　教育費

予 算 額 54,973千円

　国指定史跡末寺山古墳群指定地内におい
て、土砂災害特別警戒区域に指定されている
当該箇所の法面保護工事を実施し、史跡の保
全と近隣住民の安全を確保します。

【事業計画】
　2017年度～2019年度

【総事業費】
　99,600千円

法面保護工事イメージ図

　　46,365千円

23,182千円 20,000千円 11,791千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源
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第６章　自然を守り、歴史と伝統を尊ぶ能美づくり

【里山・自然環境の保全と活用】上段 下段【水環境の保全と活用】

（担当課：産業建設部農政課）

■事業説明

■主な経費
負担金

■財源内訳

（担当課：産業建設部都市計画課）

■事業説明

■主な経費
設計委託料

■財源内訳

［新規］学童鮎放流自然観察体験学習事業
予算区分 ６款　農林水産業費

予 算 額 430千円

　能美市、白山市、川北町の小学生が
手取川への鮎の放流を通じて、環境保
全の重要性を学ぶとともに河川愛護の
意識の醸成を図ります。

※鮎稚魚３万尾を放流予定

430千円

県支出金 地方債 その他 一般財源国庫支出金

［新規］こくぞう里山公園防災対策事業
予算区分 ８款　公園費

430千円

予 算 額 4,700千円

　こくぞう里山公園の周辺におい
て危惧される土砂災害への対策
工事を実施することで、市民の安
全安心の確保を図ります。
　平成30年度は工事の実施設計
を行います。

4,700千円

県支出金 地方債国庫支出金

4,600千円 100千円

その他 一般財源

国
造
Ｃ
Ｃ
館 

国
造
Ｃ
Ｃ

館
体
育
館 

国造保育園 和気小学校 

和気小学校 

体育館 

土砂災害特別警戒区域 

土砂災害警戒区域 

こくぞう里山公園 
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第６章　自然を守り、歴史と伝統を尊ぶ能美づくり

【循環型社会と環境美化の推進】

（担当課：市民生活部生活環境課）

■事業説明

■主な経費
委託料

■財源内訳

（担当課：市民生活部生活環境課）

■事業説明

■主な経費
報償費
委託料

■財源内訳

［新規］環境にやさしい循環型社会推進モデル事業
予算区分 ４款　衛生費

予 算 額 2,810千円

2,810千円

　資源の再利用化の推進と循環型社会
の形成を図るため、剪定枝などを炭化し
土壌改良材として利用することにより、資
源が循環される社会への転換と再利用
による製品のブランド化を推進します。今
年度は肥料成分分析等の調査を行いま
す。
　また、本市では第１号となる企業版ふ
るさと納税活用事業として実施する予定
です。

地方債 その他 一般財源国庫支出金 県支出金

環境基本計画策定事業
予算区分 ４款　衛生費

予 算 額 5,900千円

1,000千円 1,810千円

5,581千円

　平成20年度策定の環境基本計画は、
平成30年度までの10か年計画であるこ
とから、計画の見直しを行います。
　平成29年度は基礎調査（アンケート）
を行い、平成30年度に地球温暖化防止
や循環型社会づくり、自然と人との共生
など能美市の美しい環境を未来の子供
たちへ引き継ぐための計画を策定しま
す。

309千円

5,900千円

地方債 その他 一般財源国庫支出金 県支出金
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第７章　健全で持続可能な行財政を営む能美づくり

７－１　市民目線による行政運営

７－２　健全な財政運営

７－３　情報化社会への対応

予算額計 406,219千円
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第７章　健全で持続可能な行財政を営む能美づくり

【市民目線による行政運営】上段 下段【健全な財政運営】

（担当課：市民生活部市民窓口課）

■事業説明

■主な経費
委託料
消耗品費　 （いい笑顔九谷焼バッジ）
　　

■財源内訳

（担当課：市民生活部納税課）

■事業説明
　未収債権を縮減し、自主財源の安定確保を図ります。

・債権研修会を開催し、債権への理解を深め、徴収スキルの向上と蓄積を図ります。
・未収債権の現状分析と徴収困難案件への統一的な対応を行います。
・債権の回収から消滅までの一元的管理体制を整備するために債権管理条例の制定を目指します。

■主な経費
委託料

■財源内訳
国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

2,940千円

2,911千円

［新規］債権管理適正化事業
予算区分 ２款　総務費

予 算 額 2,940千円

770千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

251千円
519千円

いい笑顔スマイルアップ事業
予算区分 ２款　総務費

予 算 額 770千円

　接遇向上のために職員自らが接遇マニュアル
を作成し、笑顔あふれる接遇のできる人材育成
を行います。「日本一明るい市役所づくり」の一
環として取り組みます。

○○ｾﾝﾀｰ 

○○課 

□□課 △△室 

蓄積 

検証 

改善 

方針 

実行 

債権管理

条例 

案件 

案件 
案件 

案件 
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第７章　健全で持続可能な行財政を営む能美づくり

下段【健全な財政運営】 【健全な財政運営】

（担当課：企画振興部市長戦略室）

■事業説明

■主な経費
ふるさと応援基金積立金
ふるさと寄附金推進事業

報償費（返礼品）
クレジット決済手数料
業務委託費
広告料、システム使用料

■財源内訳

（担当課：市民生活部税務課）

■事業説明

■主な経費
委託料

■財源内訳

983千円

県支出金 地方債 その他 一般財源国庫支出金

983千円

　市の償却資産台帳と事業者が備え付けている減価
償却資産台帳を照合し、資産内容の修正を行いま
す。

25,023千円

２款　総務費

予 算 額 983千円

11,115千円

［新規］償却資産申告調査
予算区分

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

270千円
1,485千円

466千円

ふるさと応援基金積立金、ふるさと寄附金推進事業
予算区分 ２款　総務費

予 算 額 36,138千円

　　「ふるさと寄附金（納税）制度」の趣旨を踏まえつ
つ、地方創生時代における能美市の知名度向上と活
性化及び財源の確保を目的として、返礼品の充実を
図りながら、ふるさと寄附の推進に努めます。
　寄附金見込額　：　25,000千円
　寄附金につきましては、「ふるさと応援基金」として積
み立て、地方創生関連事業等へ財源充当します。

25,023千円

8,750千円

□□課 
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第８章　特別会計・企業会計編

【特別会計】

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

温泉事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

【企業会計】

水道事業会計

工業用水道事業会計

公共下水道事業会計

国民健康保険能美市立病院事業会計
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 =*=*=  特別会計・企業会計について  =*=*= 

 【特別会計】 

  事業目的を限定し、特定の収入を特定の支出に充てて経理する会計です。 

 【企業会計】 

  独立採算による特定の事業を民間企業に準じて経理する会計です。 



特別会計・企業会計編

【特別会計】

（担当課：健康福祉部保険年金課）

■会計の目的

■平成３０年度の国民健康保険税率

・医療保険分

・後期高齢者支援金分

・介護保険分

■主な事業内容

・一般被保険者療養給付費

一般被保険者の療養に要する保険者負担費用（年間平均被保険者数　9,554人）

・退職被保険者療養給付費

退職被保険者の療養に要する保険者負担費用（年間平均被保険者数　146人）

・国民健康保険事業費納付金
県が国保財政運営の責任主体となり、安定的な財政運営や効率的な事業運営の確保等のため
に市町ごとに国保事業費納付金を決定するもの

■財源内訳

国民健康保険特別会計 予 算 額 4,713,000千円

　国民健康保険は、職場の健康保険等に加入していない人を対象に、病気やけがをしたときに安心して
治療が受けられるよう、みんなでお金を出し合う相互扶助を目的とした医療保険制度です。
　国民健康保険は、加入されている被保険者の皆様から納入された国民健康保険税と、県・市等の負
担金により運営されています。

区　分 税　率
所 得 割 6.9%
資 産 割 14.6%
均 等 割 26,600円
平 等 割 25,100円

所 得 割 2.25%
均 等 割 9,300円
平 等 割 5,900円

所 得 割 1.80%
均 等 割 11,500円
平 等 割 5,100円

2,800,000千円

45,000千円

1,253,403千円

国庫支出金 県支出金 支払基金等交付金 その他 一般財源

3,393,160千円 353,491千円 966,349千円
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特別会計・企業会計編

【特別会計】

（担当課：健康福祉部保険年金課）

■会計の目的

■主な事業内容

・徴収費

収納・資格関連業務委託料、口座振替手数料などの保険料徴収事務費

・後期高齢者医療広域連合納付金

収納済みの保険料及び事務共通経費を石川県後期高齢者医療広域連合へ納付

■財源内訳

543,960千円 60千円

後期高齢者医療特別会計 予 算 額 545,100千円

　後期高齢者医療制度は、75歳以上の方を対象に、病気やけがをしたときに安心して治療が受けられ
るよう、みんなでお金を出し合う相互扶助を目的とした医療保険制度です。
　能美市に住む75歳以上の方は、すべて石川県後期高齢者医療広域連合が運営する『後期高齢者
医療制度』に加入することになります。また、65歳以上75歳未満で一定の障害の状態にある方は、『後
期高齢者医療制度』に任意で加入することができます。
　事業に必要な費用は、被保険者の皆様に納めていただく保険料に加えて、国・県・市町村の負担金や
市町村国保・国保組合・協会けんぽ・健保組合・共済組合などの後期高齢者医療制度以外の健康保
険制度からの支援金を得て賄われています。

10,693千円

533,234千円

国庫支出金 県支出金 支払基金等交付金 その他 一般財源

1,080千円
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（担当課：健康福祉部介護長寿課、我が事丸ごと推進課）

■会計の目的

■第１号被保険者（65歳以上の方）の介護保険料
　所得段階設定を弾力化（13段階から14段階に変更）し、第７期（2018～2020年度）の保険料基準
月額を6,600円とします。(年額：79,200円)

■主な事業内容
＝保険給付関係＝
＜要介護１～５の認定を受けた方が利用＞
○自宅を訪問したり、施設に通って利用するサービス

・居宅介護サービス給付費
訪問介護、訪問入浴介護、訪問看護、通所介護（デイサービス）
通所リハビリテーション、短期入所生活介護（ショートステイ）
特定施設入居者生活介護　など

○生活環境を整えるためのサービス
・居宅介護福祉用具購入費
・居宅介護住宅改修費

○地域での生活を継続するためのサービス
・地域密着型介護サービス給付費

認知症対応型通所介護、認知症対応型共同生活介護、
小規模多機能型居宅介護、看護小規模多機能型居宅介護、
定期巡回・随時対応型訪問介護看護、地域密着型通所介護
※他の市町のサービスは受けられません。

○生活の場を自宅から移して利用するサービス
・施設介護サービス給付費

介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護療養型医療施設

○ケアプラン作成にかかる費用
・居宅介護サービス計画給付費

＜要支援１、２の認定を受けた方が利用＞
○介護予防のためのサービス

・介護予防サービス給付費
介護予防訪問系、介護予防通所系、介護予防短期入所生活介護等

・地域密着型介護予防サービス給付費
認知症対応型通所介護、小規模多機能型居宅介護、認知症対応型共同生活介護

・介護予防福祉用具購入費
・介護予防住宅改修費

・介護予防サービス計画給付費 　　　(次ページへつづく）8,371千円

5,740千円

48,010千円

16,330千円

743千円

842,354千円

1,516,572千円

128,403千円

1,157,374千円

2,272千円
8,260千円

　介護保険制度は市が保険者となって運営しており、40歳以上の方が加入者（65歳以上の方：第１号
被保険者、40～64歳の医療保険加入者：第２号被保険者）となって保険料を納め、介護が必要と認
定された場合には、費用の一部を支払ってサービスを利用できるしくみであり、介護保険に関する収入と
支出について、特別会計を設けることとされています。
　介護保険にかかる費用（利用者負担分を除く）は、保険料と公費（税金）が半分づつ負担しており、介
護保険特別会計が負担した保険料等の収入とサービスにかかる費用や事務経費等の支出をしていま
す。

特別会計・企業会計編

【特別会計】

介護保険特別会計 予 算 額 4,200,300千円
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■主な事業内容（つづき）

○介護サービス利用にかかる個人負担額の軽減
＜要介護１～５の認定を受けた方が利用＞
・高額介護サービス費

１割又は２割の利用者負担額が一定額を超えた場合に償還払いで給付
・高額医療合算介護サービス費

世帯単位で医療と介護の自己負担額を合算し、自己負担限度額を超える額を支給
・特定入所者介護サービス費

市民税非課税世帯の方の食費・居住費の負担軽減分の補足

＜要支援１、２の認定を受けた方が利用＞
・高額介護予防サービス費

１割又は２割の利用者負担額が一定額を超えた場合に償還払いで給付
・高額医療合算介護予防サービス費

世帯単位で医療と介護の自己負担額を合算し、自己負担限度額を超える額を支給
・特定入所者介護予防サービス費

市民税非課税世帯の方の食費・居住費の負担軽減分の補足

＝地域支援事業関係＝　　（地域包括ケアシステム構築）
○介護予防・日常生活支援総合事業

・サービス事業費
通所型サービス事業
訪問型サービス事業

・介護予防ケアマネジメント事業費

・一般介護予防事業費
一般介護予防事業
介護予防普及啓発事業

○包括的支援事業・任意事業
・権利擁護事業費

成年後見制度利用支援事業、高齢者虐待防止事業

・包括的・継続的ケアマネジメント支援事業費
地域包括支援センター運営事業

・任意事業費
居宅介護・支援住宅改修業務支援事業、地域助け合いネットワーク構築支援事業

○包括的支援事業（社会保障充実分事業）
・在宅医療・介護連携推進事業
・生活支援体制整備事業
・認知症総合支援事業

■財源内訳

876,405千円 607,978千円 1,090,389千円 587,040千円 1,038,488千円

国庫支出金 県支出金 支払基金等交付金 その他 一般財源

10,639千円
4,506千円
4,151千円

21,201千円

1,299千円

56,283千円

19,342千円

201千円

51,094千円

12,005千円

77,252千円

14,020千円

125,418千円

130千円

50千円

特別会計・企業会計編

【特別会計】
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特別会計・企業会計編

【特別会計】

（担当課：産業建設部上下水道料金課、上下水道建設課）

■会計の目的

■主な事業内容

・寺井温泉１号源泉管理費

寺井温泉１号源泉の維持管理費用（電気使用料、修繕料、水質検査料、貯湯槽清掃等）
給湯先 ： 温泉保養館クアハウス九谷、能美市ふるさと交流センターさらい、
            寺井老人福祉センター亀齢荘、特別養護老人ホーム湯寿園
工事請負費：寺井１号源泉貯湯槽改修工事

・寺井温泉２号源泉管理費

寺井温泉２号源泉の維持管理費用（電気使用料、修繕料、水質検査料、貯湯槽清掃等）
給湯先 ： 温泉保養館クアハウス九谷、能美市ふるさと交流センターさらい、
            寺井老人福祉センター亀齢荘、特別養護老人ホーム湯寿園

・辰口温泉10号源泉管理費、上開発送湯ポンプ場管理費

辰口温泉10号源泉の維持管理費用（電気使用料、修繕料、水質検査料、貯湯槽清掃等）
給湯先：旅亭萬葉、辰口福祉会館、辰口丘陵公園温泉プール、まつさき、たがわ龍泉閣

・辰口温泉11号源泉管理費

辰口温泉11号源泉の維持管理費用（電気使用料、修繕料、水質検査料、貯湯槽清掃等）
給湯先：辰口福祉会館、辰口丘陵公園温泉プール、まつさき、たがわ龍泉閣

■財源内訳

温泉事業特別会計 予 算 額 11,100千円

　温泉管理事業の円滑な運営とその経理の適正を図るため、特別会計を設置しています。
　温泉使用料を源泉及び温泉送・配湯施設の維持管理費に充てており、主なものは、温泉揚湯・送湯・
配湯の電気料金、経年劣化による施設設備の更新を、衛生面では、源泉・飲泉の水質検査、貯湯槽の
清掃・消毒、施設の除草等を実施しています。また、定期の施設点検や故障通報装置により、各温泉
利用施設への配湯に支障をきたさないよう常時監視しています。

4,576千円

1,596千円

1,695千円

1,172千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

14千円 11,086千円
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【特別会計】

（担当課：産業建設部上下水道料金課、上下水道建設課）

■会計の目的

■主な事業内容

・排水処理施設管理費
汚水管及び処理場（機能強化）等の整備及び維持管理を実施
（電気使用料、修繕料、管渠清掃、機器類保守点検等）

金剛寺地区農業集落排水施設（金剛寺町地内） 処理区域 ： 金剛寺区域
和佐谷地区農業集落排水施設（和佐谷町地内） 処理区域 ： 和佐谷区域
下徳山地区農業集落排水施設（徳山町地内） 処理区域 ： 下徳山区域
上徳山地区農業集落排水施設（徳山町地内） 処理区域 ： 上徳山区域
大口地区農業集落排水施設（大口町地内） 処理区域 ： 大口区域
和気、寺畠地区農業集落排水施設（和気町地内） 処理区域 ： 和気、寺畠区域

　　　　　　　及び鍋谷区域の一部
坪野地区農業集落排水施設（坪野町地内） 処理区域 ： 坪野区域
灯台笹、岩本地区農業集落排水施設（灯台笹町地内） 処理区域 ： 灯台笹、岩本区域
長滝地区農業集落排水施設（長滝町地内） 処理区域 ： 長滝区域
鍋谷地区農業集落排水施設（鍋谷町地内） 処理区域 ： 鍋谷区域
舘地区農業集落排水施設（舘町地内） 処理区域 ： 舘区域
仏大寺地区農業集落排水施設（仏大寺町地内） 処理区域 ： 仏大寺区域

・機能強化工事実施設計業務委託
灯台笹、岩本地区農業集落排水施設（灯台笹町地内）
鍋谷地区農業集落排水施設（鍋谷町地内）

・東部地区効果算定業務委託
東部地区効果算定：１２処理施設

・機能強化工事費
灯台笹、岩本地区農業集落排水施設（灯台笹町地内）
長滝地区農業集落排水施設（長滝町地内）
鍋谷地区農業集落排水施設（鍋谷町地内）

■財源内訳

農業集落排水事業特別会計 予 算 額 136,600千円

　農業集落におけるし尿、生活雑排水などの汚水等を処理する施設の整備により、農業用用排水の水
質の汚濁を防止し、農村地域の健全な水循環に資するとともに農村の基礎的な生活環境の向上とその
経理の適正化図るため特別会計を設置しています。

22,688千円

3,350千円

3,600千円

44,630千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

24,440千円 46,900千円 37,171千円 28,089千円
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【企業会計】

（担当課：産業建設部上下水道料金課、上下水道建設課）

■会計の目的

■収益的支出の主な事業内容
　＜営業費用＞

・原水及び浄水費
ポンプ場維持管理費（修繕料、動力費、薬品費、水質検査費、機械設備維持管理費、受水費）

・配水及び給水費
給配水管維持管理費、台帳修正業務費、量水器取替、閉開栓業務
配水ポンプ場維持管理費、給水管漏水調査等

・受託工事費
舗装本復旧工事、消火栓改修工事、修繕工事

・総係費
料金徴収等に係る経費（検針委託、納付書等の印刷製本費、通信運搬費）

・減価償却費

　＜営業外費用＞
・支払利息

■資本的支出の主な事業内容

・配水施設拡張費
配水管整備　工事、設計委託

・配水管改良費
老朽管更新　工事、設計委託
舗装復旧工事

・施設改良費
根上吉原水道管理センター／機械電気設備更新
寺井新保水道管理センター／機械設備等更新
辰口水道管理センター等／減圧弁等更新
和佐谷配水区／水位計更新　他

・営業設備費
メーター購入

・企業債償還金

水道事業会計
予算区分 収益的支出 予 算 額 953,500千円

予算区分 資本的支出 予 算 額 700,800千円

　水道事業は一定の区域を給水区域とする公益事業であり、継続的かつ安定的に経営することが求め
られています。そのため、地方公営企業法が適用され、企業としての経済性を発揮するとともに、本来の
目的である公共の福祉の増進を図るように運営する必要があります。公衆衛生の向上と生活環境の改
善に寄与するため、清浄にして豊富低廉な水の供給を図ることとしています。

304,670千円

78,900千円

3,260千円

49,110千円

7,120千円

332,600千円

406,500千円

103,700千円

18,640千円

214,420千円

128,020千円
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【企業会計】

（担当課：産業建設部上下水道料金課、上下水道建設課）

■会計の目的

■収益的支出の主な事業内容
○辰口寺井地区工業用水道事業
　＜営業費用＞

・原水及び浄水費
ポンプ場維持管理費（修繕料、動力費、機械設備維持管理費等）

・総係費
人件費、委託料等

・減価償却費
　＜営業外費用＞

・支払利息
・消費税及び地方消費税

○根上地区工業用水道事業
　＜営業費用＞

・原水及び浄水費
ポンプ場維持管理費（修繕料、動力費、機械設備維持管理費等）

・総係費
人件費、委託料等

・減価償却費
　＜営業外費用＞

・支払利息
・消費税及び地方消費税

■資本的支出の主な事業内容
○辰口寺井地区工業用水道事業

・施設改良費
計装盤更新

・企業債償還金

○根上地区工業用水道事業
・施設改良費

電気室空調設備更新
・企業債償還金

工業用水道事業会計
予算区分 収益的支出 予 算 額 419,700千円

予算区分 資本的支出 予 算 額 158,400千円

　工業用水道事業は工業用水の豊富低廉な供給を図り、工業の健全な発展と地盤沈下対策等環境
保全に寄与することを目的としています。２つの工業用水道（辰口寺井地区、根上地区）を有し、地域産
業の発展に大きく寄与しています。

129,950千円

19,620千円

121,680千円

27,510千円
5,400千円

26,950千円

6,150千円

57,740千円

15,130千円
6,600千円

16,000千円

78,800千円

1,250千円

62,350千円
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【企業会計】

（担当課：産業建設部上下水道料金課、上下水道建設課）

■会計の目的

■収益的支出の主な事業内容
　＜営業費用＞

・管渠費
管渠維持管理費（修繕料、管渠清掃費、舗装補修費、マンホール補修費等）
事業計画等変更業務委託

・ポンプ場費
中継ポンプ場維持管理費

・処理場費
寺井東部浄化センター維持管理費

・流域下水道維持管理負担金
加賀沿岸流域下水道（梯川処理区）の維持管理負担金

・総係費
料金徴収等に係る経費（使用料徴収委託、報償費等）

・減価償却費

　＜営業外費用＞
・支払利息
・消費税及び地方消費税

■資本的支出の主な事業内容

・管渠事業費
管渠布設工事、マンホール耐震対策工事
公共桝・取付管設置及び関連舗装本復旧工事

・流域下水道建設負担金
翠ヶ丘浄化センター処理場整備工事

・企業債償還金

公共下水道事業会計
予算区分 収益的支出 予 算 額 1,640,400千円

予算区分 資本的支出 予 算 額 1,500,500千円

39,200千円

　公共下水道事業は、都市の健全な発達、公衆衛生の向上及び公共用水域の水質保全を図るもので
あります。環境保全、水質保全、トイレの水洗化という公共下水道の役割を十分に発揮し、快適な生活
環境を提供できるよう努めています。

47,960千円

19,490千円

30,750千円

332,500千円

61,600千円

91,600千円

1,347,300千円

34,700千円

847,490千円

287,800千円
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【企業会計】

（担当課：能美市立病院総務課）

■会計の目的

■収益的支出の主な事業内容

○病院事業
　＜医業費用＞

・給与費
医師、看護師、技術員、事務員、労務員の給与等

・材料費
薬品費、診療材料費、給食材料費、医療消耗備品費

・経費
光熱水費、燃料費、修繕費、賃借料、委託料等

　＜医業外費用＞
・支払利息

○介護老人保健施設事業
　＜営業費用＞

・給与費
看護師、技術員、事務員、労務員の給与等

・材料費
薬品費、施設療養材料費等

・経費
光熱水費、燃料費、修繕費、賃借料、委託料等

　＜営業外費用＞
・支払利息

■資本的支出の主な事業内容

○病院事業
・施設改良事業費

病棟改修、本館２階多機能トイレ改修、冷温水供給設備改修、医療ガス供給設備改修、
東館チラー改修、非常用発電機更新

・有形固定資産購入費
医療機器等購入

・企業債償還金

○介護老人保健施設事業
・有形固定資産購入費

施設介護用機器購入
・企業債償還金

国民健康保険
能美市立病院事業会計

予算区分 収益的支出 予 算 額 2,736,900千円

予算区分 資本的支出 予 算 額 550,800千円

　能美市立病院は、思いやりのあるあたたかい心で質の高い医療サービスを提供し地域住民の健康を
守ることを基本理念として、地域住民の多様な医療需要に応えつつ、地域の医療機関として高度な医
療にも積極的に取り組み、医療水準の向上に努めています。診療科は内科、外科、整形外科など11診
療科あり、急性期から回復期、療養に至るまで幅広くカバーしています。また介護老人保健施設も併せ
持ち、患者様やご家族様の様々な要望に対応しています。

1,306,366千円

284,669千円

426,093千円

7,797千円

281,821千円

15,353千円

98,622千円

10,162千円

74,661千円

101,935千円

326,334千円

1,400千円

46,470千円
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■能美市役所各課（室）連絡先一覧

・能美市役所 〒923-1297　石川県能美市来丸町1110番地

 電 話 ： 0761-58-1111（代表）

 ＦＡＸ ： 0761-58-2290（代表）

・寺井分室

・寺井窓口センター

・根上分室 〒929-0192　石川県能美市大成町ヌ118番地（根上総合文化会館内）

・根上窓口センター 〒929-0123　石川県能美市中町子86番地

部名 電話 FAX 場　　　　所

総務課 58-2200 58-2290 能美市役所　南棟２階

　秘書室 58-2202 58-2290 能美市役所　南棟２階

財政課 58-2203 58-2290 能美市役所　南棟２階

　行財政改革推進室 58-2203 58-2290 能美市役所　南棟２階

管財課 58-2205 58-2290 能美市役所　南棟２階

危機管理課 58-2201 58-2290 能美市役所　南棟２階

市長戦略室 58-2204 58-2291 能美市役所　北棟２階

地域振興課 58-2212 58-2291 能美市役所　北棟２階

税務課 58-2206 58-2292 能美市役所　北棟２階

納税課 58-2207 58-2292 能美市役所　北棟２階

市民窓口課 58-2213 58-2293 能美市役所　北棟１階

　市民相談室 58-2214 58-2293 能美市役所　北棟１階

　根上窓口センター 58-2215 55-4113 根上窓口センター　１階

　寺井窓口センター 58-2216 58-2299 寺井分室　１階

生活環境課 58-2217 58-2292 能美市役所　北棟２階

　美化センター 51-2471 51-5029 能美市美化センター

福祉課 58-2230 58-2294 能美市役所　北棟１階

　福祉総合支援センター 58-2231 58-2294 能美市役所　北棟１階

子育て支援課 58-2232 58-2293 能美市役所　北棟１階

介護長寿課 58-2233 58-2292 能美市役所　北棟２階

我が事丸ごと推進課 58-2234 58-4408 能美市健康福祉センター　サンテ　２階

健康推進課 58-2235 58-6897 能美市健康福祉センター　サンテ　１階

保険年金課 58-2236 58-2293 能美市役所　北棟１階

企画振興部

市民生活部

総務部

〒923-1198　石川県能美市寺井町た35番地

課(室)名

健康福祉部
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部名 電話 FAX 場　　　　所

産業建設部 土木課 58-2250 58-2298 寺井分室　２階

　建築住宅室 58-2251 58-2298 寺井分室　２階

都市計画課 58-2252 58-2297 寺井分室　３階

商工課 58-2254 58-2297 寺井分室　３階

　企業誘致推進室 58-2255 58-2297 寺井分室　３階

　産学官金連携推進室 58-2255 58-2297
北陸先端科学技術大学院大学
産学官連携本部棟　１階

観光交流課 58-2211 58-2297 寺井分室　３階

農政課 58-2256 58-2297 寺井分室　３階

上下水道料金課 58-2260 58-2296 寺井分室　１階

上下水道建設課 58-2261 58-2296 寺井分室　１階

会計課 58-2225 58-2293 能美市役所　北棟１階

教育総務課 58-2270 55-8530 根上分室　２階

学校教育課 58-2271 55-8530 根上分室　２階

生涯学習課 58-2272 55-8555 根上分室　１階

スポーツ振興課 58-2273 55-8555 根上分室　１階

58-6320 58-6299 能美市消防本部

能美市立病院 総務課 55-0560 55-0815 能美市立病院　１階

議会事務局 議事調査課 58-2240 58-2295 能美市役所　北棟３階

監査委員事務局 58-2245 58-2293 能美市役所　南棟１階

◆その他の所在地

・能美市健康福祉センター　サンテ 〒923-1121　石川県能美市寺井町ぬ４8番地

・国民健康保険能美市立病院 〒929-0122　石川県能美市大浜町ノ85番地

・能美市美化センター 〒923-1213　石川県能美市坪野町リ１番地１

・能美市消防本部 〒923-1121　石川県能美市寺井町ク9番地１

・北陸先端科学技術大学院大学 〒923-1292石川県能美市旭台1番地１

消防本部

教育委員会

課(室)名
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